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電話機の機能および設定の概要
Cisco IP電話をネットワークに設置し、ネットワークの設定値を設定して、IP Phoneを Cisco
Unified Communications Managerに追加した後は、Cisco Unified Communications Managerの管理
アプリケーションを使用して、テレフォニー機能を設定する必要があります。必要に応じて、

電話テンプレートの修正、サービスのセットアップ、ユーザの割り当ても行います。

Cisco IP電話のその他の設定値は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで変更
できます。このWebベースのアプリケーションを使用して、電話機登録基準とコーリング
サーチスペースのセットアップ、社内ディレクトリとサービスの設定、電話ボタンテンプレー

トの修正、その他のタスクを行うことができます。

電話回線キーに機能を追加する場合、使用できる回線キーの数には制限があります。使用して

いる電話機の回線キーの数を超えて機能を追加することはできません。
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Cisco IP電話ユーザのサポート
システム管理者は、多くの場合、ネットワーク内や社内のCisco IP電話ユーザの主な情報源に
なります。最新の詳細な情報をエンドユーザに提供する必要があります。

Cisco IP電話の機能（サービスおよびボイスメッセージシステムのオプションなど）を正常に
使用するには、ユーザはシステム管理者やシステム管理者のネットワークチームから情報を入

手する必要があります。また、システム管理者に支援を依頼できる環境が必要です。支援を求

める際の連絡先の担当者の名前、およびそれらの担当者に連絡する手順をユーザに提供してお

く必要があります。

エンドユーザに Cisco IP電話に関する重要な情報を提供するために、社内のサポートサイト
にWebページを作成することをお勧めします。

このサイトには、次のタイプの情報を含めるように考慮してください。

•サポートされているすべての Cisco IP電話モデルのユーザガイド

• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルへのアクセス方法について

•サポートされている機能のリスト

•ボイスメールシステムのユーザガイドまたはクイックリファレンス

電話機能
Cisco IP電話を Cisco Unified Communications Managerに追加した後、電話機に機能を追加でき
ます。次の表に、サポートされているテレフォニー機能のリストを示します。これらの多く

は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して設定できます。

電話機でのこれらの機能の使用に関する詳細については、『Cisco IP電話 8800 Series User
Guide』を参照してください。プログラム可能ボタンおよび専用のソフトキーや機能ボタンと
して設定できる機能の一覧については、機能ボタンとソフトキー（23ページ）を参照してく
ださい。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページには、各種のテレフォニー機能を設定する
ためのサービスパラメータもいくつかあります。サービスパラメータのアクセスと設定につ

いての詳細は、誤使用の Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルを参照し
てください。

サービスの機能の詳細については、プロダクト固有の設定ウィンドウでパラメータ名を選択す

るか、ヘルプボタン（?）を選択します。

（注）

詳細については、特定の Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルを参照し
てください。
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説明と詳細情報機能

ユーザは、事前に割り当てておいたインデックスコード（1～ 199）を電話機
のキーパッドで入力することで、電話番号をすばやくダイヤルできます。

短縮ダイヤルは、オンフックでもオフフックでも使用できます。（注）

ユーザはセルフケアポータルからインデックスコードを割り当てます。

短縮ダイヤル

着信呼警告を制御するさまざまなオプションを提供します。呼警告を無効また

は有効にできます。また、発信者 ID表示をアクティブ化/非アクティブ化する
こともできます。

プロダクト固有の設定（27ページ）の「実行可能な着信呼警告」を参照して
ください。

実行可能な着信呼警告

TLS1.2および新しい暗号をサポートすることで、セキュリティが向上します。
詳細については、サポート対象のセキュリティ機能を参照してください。

電話機での AES 256暗号化サポート

エージェントが事前録音したグリーティングを作成したり更新したりできるよ

うにします。このグリーティングは、エージェントが発信者と話しはじめる前

に、顧客コールの開始時に再生されます。エージェントは、必要に応じて 1つ
または複数のグリーティングを事前録音できます。

エージェントグリーティングの有効化（63ページ）を参照してください。

エージェントのグリーティング

コールがどのように電話機にルーティングされたかに関係なく、ユーザはコー

ルピックアップグループ内の任意の回線でコールをピックアップできます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

すべてのコールピックアップ

共有された携帯電話の連絡先の番号を、ネットワークでダイヤル可能な番号へ

変換するために使用されます。

アプリケーションダイヤルルールを参照してください。

アプリケーションダイヤルルール

ユーザは、ダイレクトパーク機能を使用して、1つのボタンを押すだけでコー
ルをパークすることができます。管理者は、ビジーランプフィールド（BLF）
の [処理されたダイレクトコールパーク（Assisted Directed Call Park）]ボタン
を設定する必要があります。アクティブコールに対してアイドルなBLFの [処
理されたダイレクトコールパーク（Assisted Directed Call Park）]ボタンを押す
と、アクティブコールは、[処理されたダイレクトコールパーク（Assisted
DirectedCall Park）]ボタンに関連付けられたダイレクトパークスロットにパー
クされます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの処理さ
れたダイレクトコールパークの情報を参照してください。

処理されたダイレクトコールパーク

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

ハンドセット、ヘッドセット、またはスピーカーフォンから聞こえるスタッタ

音により、ユーザが回線で新しいボイスメッセージを1つ以上受信したことが
示されます。

スタッター音は回線によって異なります。この音が聞こえるのは、

使用中の回線でメッセージを受信した場合のみです。

（注）

オーディオメッセージ受信インジケー

タ（AMWI）

呼出音を 1～ 2回鳴らした後に、着信コールを自動的に接続します。

自動応答は、スピーカーフォンとヘッドセットのどちらでも機能します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

自動応答

電話機のポート間で最も低い速度にポートを同期し、パケット損失を防止しま

す。

プロダクト固有の設定（27ページ）の「自動ポート同期」を参照してくださ
い。

自動ポート同期

ユーザは、コールピックアップのための、ワンタッチのピックアップ機能を使

用できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

自動ピックアップ

ユーザは、ターゲットの電話に組み込まれた会議ブリッジを使用して三者電話

会議を確立することにより、コールに割り込むことができます。

この表の「c割込」を参照してください。

割込み

外線コールをユーザが別の外線コールに転送することを禁止します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの外部
コールの転送の情報を参照してください。

外線から外線への転送のブロック

複数のデバイスを電話機にペアリングできます。したがって、Bluetoothを使用
するモバイルデバイスと Bluetoothヘッドセットを同時に接続できます。

Cisco IP電話 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

Bluetoothマルチ接続

ユーザは、電話機のスピードダイヤルボタンに関連付けられている電話番号

のコール状態をモニタできます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのプレゼ
ンスの情報を参照してください。

ビジーランプフィールド（BLF）
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説明と詳細情報機能

BLF短縮ダイヤルの拡張機能です。ユーザが着信コールをモニタリングできる
ように、電話番号を設定できます。電話番号が着信コールを受信すると、モニ

タリングしているユーザに対してシステムからアラートが発生し、コールを

ピックアップすることができます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

ビジーランプフィールド（BLF）
ピックアップ

通話の相手が話し中や通話不能だった場合、その相手が通話可能になったとき

に、ユーザの電話機に音声による通知と画面表示による通知が送信されます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
バックの情報を参照してください。

折返し

発信回線および接続回線について表示する情報を、コールに関係する通話相手

に応じて決定します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのルー
ティング計画およびコール表示の制限の情報を参照してください。

コール表示の制限

ユーザは、着信コールを別の番号にリダイレクトできます。コール転送オプ

ションには、すべてのコールの転送、話中転送、無応答時転送、およびカバ

レッジなし時転送があります。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報およびセルフケアポータルの表示のカスタマイズを参照してくださ

い。

コール転送

不在転送ループを検出して防止します。不在転送ループが検出されると、[すべ
てのコールの転送（Call ForwardAll）]の設定が無視されて呼出音が鳴ります。

不在転送ループのブレークアウト

不在転送ループを検出して防止します。不在転送ループが検出されると、[すべ
てのコールの転送（Call ForwardAll）]の設定が無視されて呼出音が鳴ります。

すべてのコールの転送のループ防止

ユーザが、[すべてのコールの転送（Call Forward All）]の接続先を電話機で直
接設定する際に、不在転送ループが生じたり、既存の Forward Maximum Hop
Countサービスパラメータに定められたホップ数の上限を超える不在転送チェー
ンが生じたりしないように防止します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

コール転送時の表示内容の設定

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

管理者は、すべてのコールの転送（CFA）の接続先が CFAの転送元にコール
を発信する場合にはCFAを無効にすることができます。この機能により、CFA
の接続先は、重要なコールがある場合に CFAの転送元に到達できるようにな
ります。この上書きは、CFAの宛先電話番号が内部と外部のどちらであっても
機能します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

不在転送の接続先の無効化

転送されたコールを受信したときに表示される情報を設定できます。

コールの転送通知のセットアップ（65ページ）を参照してください。

コールの転送通知

電話機の通話履歴に共有電話のアクティビティを表示できるようにします。こ

の機能により次の内容が可能になります。

•共有回線の不在着信をログに記録する

•共有回線のすべての応答済み着信と発信履歴をログに記録する

共有電話のコール履歴

ユーザがコールをパーク（一時的に保存）し、Cisco Unified Communications
Managerシステムの別の電話機を使用してそのコールに応答できます。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインで[コー
ルパーク専用の 1回線 (Dedicate one line for call park)]フィールドを設定して、
コールを元の回線または別の回線にパークできます。

このフィールドが有効になっている場合、パークされたコールはユーザの回線

に残り、再開 (Resume)ソフトキーを使用してコールをピックアップできます。
電話機のディスプレイに、パークされているコールの内線番号が表示されま

す。

このフィールドを無効にすると、パークされたコールはコールパーク回線に転

送されます。ユーザの回線がアイドル状態に戻り、ポップアップウィンドウに

コールパーク内線が表示されます。ユーザが内線をダイヤルして電話を取りま

す。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
パークの情報を参照してください。

コールパーク

ユーザは、自分のピックアップグループに属する別の電話機で呼出音が鳴って

いる場合に、そのコールを自分の電話機にリダイレクトできます。

電話機のプライマリ回線に、音声によるアラートと画面表示によるアラートを

設定できます。このアラートによって、ピックアップグループ内でコールの呼

び出しがあることが通知されます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

コールピックアップ

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

スーパーバイザは、アクティブコールを記録できます。コールが記録されてい

る場合、コール中に記録音声アラートトーンがユーザに聞こえることがありま

す。

コールがセキュアな場合、そのコールのセキュリティステータスがCisco IP電
話に鍵のアイコンとして表示されます。コールがセキュアであり、記録されて

いることを示す音声アラートトーンは、接続先の通話者にも聞こえることがあ

ります。

アクティブコールがモニタまたは記録されている場合、インター

コムコールの受信または発信は可能ですが、インターコムコール

を発信するとアクティブコールが保留になります。これにより、

録音セッションは終了し、モニタリングセッションは一時停止さ

れます。モニタリングセッションを再開するには、コールをモニ

タされている通話者がコールを再開する必要があります。

（注）

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのモニタ
リングおよび録音の情報を参照してください。

通話録音

コールの最中に別の着信コールの呼出音が鳴っていることを通知し、ユーザが

応答できるようにします。また、着信通話情報を電話スクリーンに表示しま

す。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

コール待機

標準ビープ音の代わりに呼び出し音を鳴らすオプションを、コール待機中の

ユーザに提供します。

オプションは、[一度鳴らす（Ring Once）]および [鳴らす（Ring）]です。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

コール待機呼び出し音

電話番号、名前、その他の説明テキストなど、発信者の識別情報を電話スク

リーンに表示します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのルー
ティング計画、コール表示の制限、および電話番号の情報を参照してくださ

い。

発信者 ID

発信者 IDが有効になっている電話機から、ユーザが自分の電話番号または電
子メールアドレスをブロックできるようにします。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのルー
ティング計画および電話番号の情報を参照してください。

発信者 IDブロック

電話機の機能および設定

7

電話機の機能および設定

電話機能



説明と詳細情報機能

発信側の正規化では、ダイヤル可能な電話番号として電話番号がユーザに示さ

れます。エスケープコードが番号に付加されるため、ユーザは簡単に発信者に

再度接続できます。ダイヤル可能な番号は通話履歴に保存され、個人アドレス

帳に保存できます。

発信側正規化

Cisco Unified Video Advantage（CUVA）と Cisco IP電話の間の通信を確立し、
IP Phoneがビデオ機能を装備していない場合でも PCでビデオを使用できるよ
うにします。

SIPの CASTサポート

共有電話回線でプライベートコール以外のコールに参加できます。C割込に
よってユーザがコールに追加され、会議に変換されることにより、ユーザと他

の通話者が会議機能にアクセス可能になります。電話会議は、Cisco Unified
Communications Managerの会議ブリッジ機能を使用して作成されます。

C割り込みを正しく機能させるには、ソフトキーと Conference Bridgeの両方の
機能を有効にする必要があります。

ファームウェアリリース 10.2(2)以降では、C割り込み機能には [割り込み
（Berge）]ソフトキーを使用してアクセスします。

詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の「Barge」の章を参照してください。

C割り込み

Cisco IP電話のUSBポートに接続することで、モバイルデバイスを充電できま
す。

『Cisco IP電話 8800 Series User Guide』を参照してください。

モバイルデバイスの充電

共有 Cisco IP電話からの回線の状態、サービス、短縮ダイヤルなどの、Cisco
IP電話設定へのアクセス権をユーザに付与します。

Ciscoエクステンションモビリティは、社内の複数の場所でユーザが業務を実
行する場合や、作業場を同僚と共有する場合に便利です。

Cisco Extension Mobility

特定のクラスタで設定されたユーザが、別のクラスタにある Cisco IP電話にロ
グインできるようにします。ユーザはホームクラスタから、訪問先クラスタに

ある Cisco IP電話にログインします。

EMCCを設定する前に、Cisco IP電話で Cisco Extension Mobilityを
設定してください。

（注）

Cisco Extension Mobility Cross Cluster
（EMCC）

コールルーティングやその他のコール管理機能を提供し、マネージャおよびア

シスタントがより効率的に電話機を扱えるようにします。

Cisco IP Manager Assistantのセットアップ（82ページ）を参照してください。

Cisco IP Manager Assistant（IPMA）

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

拡張モジュールを電話機に追加することによって、追加のキーを提供します。

詳細については、『Cisco IP電話 7800 and 8800 Series Accessories Guide for Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

Cisco IP電話 8800キー拡張モジュー
ル

Cisco IP Phone 8851/8861キー拡張モ
ジュール

Cisco IP電話 8865キー拡張モジュー
ル

のサポートを提供しますCisco IP Phone 8811。Cisco IP Phone 8811サポート

Cisco IP電話 8851NRに対するサポートを提供します。Cisco IP電話 8851NRのサポート

Cisco Unified Communication Manager Expressは、電話機に送信される情報内で
特殊なタグを使用して自身を識別します。このタグにより、電話機はスイッチ

がサポートしているサービスをユーザに提供できます。

次を参照してください。

•『Cisco Unified Communications Manager Express System Administrator Guide』

• Cisco Unified Communications Manager Expressの連携

Cisco Unified Communications Manager
Express（UnifiedCME）のバージョン
ネゴシエーション

Cisco IP電話、パーソナルコンピュータ、およびビデオカメラを使用すること
により、ユーザがビデオコールを発信できます。

[電話の設定（Phone Configuration）]の [プロダクト固有の設定
（Product Specific Configuration Layout）]で、ビデオ機能のパラメー
タを設定します。

（注）

Cisco Unified Video Advantageのマニュアルを参照してください。

Cisco Unified Video Advantage
（CUVA）

Webおよびデスクトップアプリケーションから電話をかけることができます。Cisco WebDialer

電話機ファームウェア組み込みの、またはCiscoUnifiedCommunicationsManager
からダウンロードされる呼出音をサポートします。この機能により、使用可能

な呼出音を他の Cisco IP電話と共通化できます。

カスタム電話呼出音を参照してください。

従来の呼出音

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

ユーザは、各参加者を個別に呼び出して、複数の通話相手と同時に話すことが

できます。会議機能には、会議とミートミーがあります。

標準（アドホック）会議では、開催者以外でも参加者を追加または削除できま

す。また、どの会議参加者でも同じ回線上の 2つの標準会議を結合できます。

[拡張アドホック会議（AdvanceAdhocConference）]サービスパラメータ（Cisco
UnifiedCommunicationsManagerの管理ページではデフォルトで無効になってい
ます）を使用すれば、これらの機能を有効化できます。

ユーザに対し、これらの機能がアクティブであるかどうかを必ず通

知してください。

（注）

会議

EEEを有効または無効にすることにより、 PCポートとスイッチポートでの
EEE機能を制御する手段を提供します。この機能は両方のタイプのポートを個
別に制御します。デフォルト値は [有効（Enabled）]です。

スイッチおよび PCポート用の Energy Efficient Ethernetのセットアップ（67
ページ）を参照してください。

PC用およびスイッチポート用の設定
可能な Energy Efficient Ethernet
（EEE）

フォントサイズを変更することにより、IPphoneに表示される [通話履歴（Call
History）]および [コール画面（Call Screen）]の最大文字数を増減できます。

フォントが小さいと表示される最大文字数が増加し、フォントが大きいと表示

される最大文字数が減少します。

設定可能なフォントサイズ

Computer Telephony Integration（CTI）ルートポイントでは、仮想デバイスを指
定して、アプリケーションが宛先変更を制御している多重同時コールを受信す

ることができます。

CTIアプリケーション

ユーザは、呼び出し中のコール、接続されたコール、または保留中のコール

を、ボイスメッセージシステムに直接転送できます。コールが拒否されると、

その回線は新しいコールの発信または受信に使用できるようになります。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの即時転
送の情報を参照してください。

すべて拒否

エンドユーザがソフトキーを使用して電話コールを録音できる機能を提供しま

す。

また、管理者はCTIユーザインターフェイスを使用して電話コールの録音を継
続できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのモニタ
リングおよび録音の情報を参照してください。

デバイスから呼び出された録音

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

ユーザが、使用可能なダイレクトコールパーク番号をダイヤルまたは短縮ダ

イヤルし、その番号にアクティブなコールを転送できる機能です。コールパー

ク BLFボタンは、ダイレクトコールパーク番号が使用中かどうかを表示する
とともに、ダイレクトコールパーク番号への短縮ダイヤルアクセスにも使用

できます。

ダイレクトコールパーク機能を実装する場合は、[パーク（Park）]
ソフトキーを設定しないでください。これは、ユーザが2つのコー
ルパーク機能を混同するのを防ぐためです。

（注）

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
パークの情報を参照してください。

ダイレクトコールパーク

Bluetoothを使用して携帯電話が IP電話に接続されている場合に、携帯電話の
バッテリおよび信号の強度を IP電話に表示します。

Cisco IP電話 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

バッテリ強度アイコンおよび信号強

度アイコンの表示

ユーザは、着信コールや新しいボイスメッセージを電話機で示す方法をカスタ

マイズできます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

固有呼び出し音

DNDをオンにすると、コールが呼び出し状態になっても呼出音が鳴らなくな
ります。またあらゆる種類の表示や音による通知も、一切行われません。

有効にすると、電話機のヘッダーの色が赤色に変わり、電話機に「サイレント

（Do Not Disturb）」と表示されます。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）が設定されていて、ユーザが高優
先度コールを受信した場合、電話機で特殊な呼出音が鳴ります。

サイレントの設定（62ページ）を参照してください。

サイレント（DND）

管理者が複数ライン同時通話（JAL）機能および回線間直接転送（TAL）機能
を制御できます。

プロダクト固有の設定（27ページ）の「参加および直接転送ポリシー」を参
照してください。

JAL/TALの有効化/無効化

省エネのために、あらかじめ決められた時刻に IP電話をスリープ（電源オフ）
および復帰（電源オン）させることができます。

Cisco IP電話での EnergyWiseのスケジュール（57ページ）を参照してくださ
い。

EnergyWise

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

拡張回線モードを有効にすると、電話画面の両側にあるボタンを回線キーとし

て使用できるようになります。

「追加回線キーのセットアップ（96ページ）」を参照。

拡張回線モード

ネットワークとセキュリティの設定がログイン電話で保存されるため、セキュ

アな拡張機能が強化されます。これにより、セキュリティポリシーが保持さ

れ、ネットワーク帯域幅が維持されて、訪問先クラスタ（VC）内のネットワー
ク障害が回避されます。

セキュアな拡張機能の機能強化

ユーザは、ファストダイヤルコードを入力してコールを発信できます。ファ

ストダイヤルコードは、電話番号または [個人アドレス帳（Personal Address
Book）]エントリに割り当てることができます。この表の「サービス」を参照
してください。

PABまたはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートの変更（94ペー
ジ）を参照してください。

ファストダイヤルサービス

ユーザが、別のグループの電話番号で呼び出し音が鳴っているコールに応答す

ることができます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

グループコールピックアップ

管理者は、有線ヘッドセットの側音レベルを設定できます。ヘッドセットの側音の制御

コールの保留時間を制限します。制限時間が経過すると、コールは保留にした

側の電話機に復帰し、ユーザにアラートが通知されます。

復帰コールの通知は、着信コールの場合とは異なり、1回の呼出音（回線の新
規コールインジケータの設定によってはビープ音）によって行われます。この

通知は、コールが再開されるまで、一定の間隔で繰り返されます。

コールが保留復帰した場合は、さらに、コールバブルにアニメーションのアイ

コンが表示されます。コールのフォーカス優先度を着信コールまたは復帰コー

ルのどちらかに設定できます。

保留復帰

共有電話を持つ電話機では、ローカル回線とリモート回線のいずれがコールを

保留したのかを区別できます。

保留状態

ユーザは、接続されたコールをアクティブな状態から保留状態に移行できま

す。

•設定は必要ありません。ただし、保留音を使用する場合には必要です。詳
細については、この表の「保留音」を参照してください。

•この表の「保留復帰」を参照してください。

保留または復帰

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

HTTPをデフォルトで使用することで、電話機へのファイルのダウンロードプ
ロセスが向上します。HTTPダウンロードが失敗した場合、電話機は TFTPダ
ウンロードの使用に戻ります。

HTTPダウンロード

主要な電話番号へのコールに対して、ロードシェアリングを行います。ハント

グループには、着信コールに応答できる一連の電話番号が含まれています。ハ

ントグループ内の最初の電話番号が話し中の場合、システムは、グループ内で

次に使用可能な電話番号を所定の順序で検索して特定し、その電話機にコール

を転送します。

ハントグループコールの着信アラートに発信者 ID（発信者 IDが設定されてい
る場合)、電話番号、ハントグループパイロット番号を表示できます。ハント
グループの番号は、「ハントグループ（Hunt Group）」というラベルの後に表
示されます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのハント
グループおよびルーティング計画の情報を参照してください。

ハントグループ

電話機の画面に着信コール Toast（通知）が表示される時間を設定できます。

プロダクト固有の設定（27ページ）の「着信コール Toastタイマー」を参照
してください。

着信コール Toastタイマー

Bluetoothを使用してモバイルデバイスと電話機をペアリングし、電話機を使
用してモバイルコールの発信および受信ができるようになります。

インテリジェントプロキシミティの有効化（101ページ）を参照してくださ
い。

Cisco IP電話 8811、8841、および 8851NRは、Bluetoothおよびインテリジェン
トプロキシミティをサポートしていません。

インテリジェントプロキシミティ

ユーザが、プログラム可能な電話のボタンを使用して、インターコムコールを

発信したり受信したりできます。インターコム回線のボタンを設定すると、次

を実行できます。

•特定のインターコム内線番号への直接的なダイヤル。

•インターコムコールを開始してから、有効なインターコム番号の入力を
ユーザに要求。

ユーザが毎日同じ電話機にログインする場合は、それらのユーザの

Cisco Extension Mobilityのプロファイルを使用し、インターコム情
報を含む電話ボタンテンプレートをユーザのプロファイルに割り

当て、その電話機をインターコム回線のデフォルトのインターコム

デバイスとして指定します。

（注）

インターコム

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

Cisco IP電話での拡張 IPアドレッシングをサポートします。IPv4と IPv6の構
成が推奨されており、完全にサポートされます。機能の中にはスタンドアロン

設定でサポートされていないものもあります。IPv6アドレスのみが割り当てら
れます。

ネットワークの設定を参照してください。

IPv6専用のサポート

ジッターバッファ機能は、オーディオストリームについて 10ミリ秒（ms）～
1000 msのジッターを処理します。

これは、Adaptiveモードで動作し、ジッターの量に合わせて動的に調整されま
す。

ジッターバッファ

ユーザが、同一電話回線上にある 2つのコールを、1つの会議コールとして接
続したうえで、そのコールに留まることができます。

参加

ユーザは、モニタ対象の回線番号の回線ステータス（可用性ステータス）を通

話履歴リストで確認できます。回線ステータスには、次の状態があります。

•オフライン

•利用可能

•使用中

•サイレント

コールリストの BLFの有効化（66ページ）を参照してください。

コールリストの回線ステータス

社内ディレクトリの連絡先のステータスを表示できます。

•オフライン

•利用可能

•使用中

•サイレント

コールリストの BLFの有効化（66ページ）を参照してください。

社内ディレクトリの回線ステータス

電話番号の代わりに電話回線のテキストラベルを設定します。

回線のラベルの設定（77ページ）を参照してください。

回線テキストラベル

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

ユーザは、コールを受けることができない場合に、ハントグループからログア

ウトし、一時的にユーザの電話機で呼出音が鳴らないようにすることができま

す。ハントグループからログアウトしても、ハントグループ以外のコールで

は、引き続き電話機で呼出音が鳴ります。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのルー
ティング計画の情報を参照してください。

ハントグループからのログアウト

ユーザが、不審なコールを受信したことをシステム管理者に通知できる機能で

す。

迷惑呼 ID（MCID）

ユーザがミートミー会議を開始し、参加ユーザは予定の時刻に、あらかじめ決

められた番号にコールをかけます。

Meet-Me会議

メッセージ待機のオンおよびオフのインジケータに対する電話番号を定義しま

す。直接接続型のボイスメッセージシステムでは、指定された電話番号を使

用して、特定の Cisco IP電話のメッセージ待機インジケータを設定したりクリ
アしたりします。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのメッ
セージ受信およびボイスメールの情報を参照してください。

メッセージ待機

ハンドセットのランプの 1つで、ユーザに対する 1つまたは複数の新着ボイス
メッセージが届いていることを示します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのメッ
セージ受信およびボイスメールの情報を参照してください。

メッセージ待機インジケータ

IP電話の最小呼び出し音量レベルを設定します。最小呼出音量

ユーザが、特定のラインアピアランスで不在履歴を不在履歴ディレクトリに記

録するかどうかを指定できるようにします。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

不在履歴のログ

ユーザは、1つの電話番号を使用してビジネスコールを管理したり、デスク
トップ電話機および携帯電話などのリモートデバイスで、進行中のコールを

ピックアップしたりすることができます。また、電話番号や時刻に応じて、発

信者グループを制限できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの Cisco
Unified Mobilityの情報を参照してください。

モバイルコネクト

これを使用すると、リモートワーカーは、仮想プライベートネットワーク

（VPN）クライアントトンネルを使用しなくても企業のネットワークに簡単か
つ安全に接続できます。

「Expressway経由でのモバイルおよび Remote Access（69ページ）」を参照。

Expressway経由でのモバイルおよび
Remote Access

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

モバイルコネクト機能が拡張され、ユーザは自動音声応答（IVR）システムに
アクセスして、携帯電話などのリモートデバイスからコールを発信できるよう

になります。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの Cisco
Unified Mobilityを参照してください。

モバイルボイスアクセス

スーパーバイザは、アクティブコールのサイレントモニタリングを実行でき

ます。スーパーバイザの音声はコールのどちらの側にも聞こえません。コール

がモニタされている場合、コール中にモニタリング音声アラートトーンがユー

ザに聞こえることがあります。

コールがセキュアな場合、そのコールのセキュリティステータスがCisco IP電
話に錠前アイコンとして表示されます。コールがセキュアであり、モニタリン

グされていることを示す音声アラートトーンは、接続先の通話者にも聞こえる

ことがあります。

アクティブコールがモニタまたは録音されている場合、ユーザは

インターコムコールを受信または発信できますが、インターコム

コールを発信するとアクティブコールが保留になります。これに

より、録音セッションは終了し、モニタリングセッションは一時

停止されます。モニタリングセッションを再開するには、コール

をモニタされている通話者がコールを再開する必要があります。

（注）

モニタリングと録音

軍や官庁のような特別な環境にいるユーザが緊急または重要なコールを発信/受
信できるようにします。

Multilevel Precedence and Preemption（88ページ）を参照してください。

Multilevel Precedence and Preemption

各回線は複数のコールに対応できます。デフォルトで、電話機は 1回線あたり
2つのアクティブコールをサポートし、最大で 1回線あたり 6つのアクティブ
コールをサポートします。ある時点では 1コールだけが接続でき、他のコール
は自動的に保留になります。

システムでは、最大コール/ビジートリガーを 6/6以下で設定できます。6/6を
超える設定は公式にはサポートされていません。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

ラインアピアランス1つあたりのコー
ル数

発信者が保留状態になっている間、音楽を再生します。保留音

ハンドセットまたはヘッドセットのマイクをミュート状態にします。ミュート

元の発信者の電話番号を表示することで、エンドユーザが転送されたコールを

簡単に識別できるようにします。コールはアラートコールとして表示され、そ

の後に発信者の電話番号が表示されます。

アラート名なし

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

ユーザは、オフフックにすることなく、番号をダイヤルできます。次に、ハン

ドセットを持ち上げるか、[ダイヤル（Dial）]を押します。
オンフックダイヤル

ユーザは、ユーザのグループに関連付けられている別のグループの電話機で呼

出音が鳴っている場合に、そのコールに応答できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのコール
ピックアップの情報を参照してください。

他グループコールピックアップ

この機能は、わかりやすいメッセージを提供することで、エクステンションモ

ビリティユーザの電話インターフェイスを拡張します。

エクステンションモビリティユーザ

向けの電話機の表示メッセージ

信頼リスト（TL）が更新されたときに、電話機がCiscoUnifiedCommunications
Managerにアラームを送信できるようになります。

サポート対象のセキュリティ機能を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager
の電話機信頼リスト通知

キュー統計情報の PLKサポート機能により、ユーザは、ハントパイロットの
コールキュー統計を照会することができ、情報が電話機の画面に表示されま

す。

キュー統計情報の PLKサポート

ユーザが先頭にプラス（+）記号を付けて E.164番号をダイヤルできるように
します。

+記号をダイヤルするには、ユーザはアスタリスク（*）キーを1秒以上押し続
ける必要があります。これは、オンフック（編集モードを含む）またはオフ

フックコールの最初の桁のダイヤルに適用されます。

プラスダイヤル

電話機ではLink Level Endpoint Discovery Protocol（LLDP）およびCiscoDiscovery
Protocol（CDP）を使用して電力をネゴシエートできます。

プロダクト固有の設定（27ページ）の「電力ネゴシエーション」を参照して
ください。

LLDPでの電力ネゴシエーション

コールの発信を簡略化します。ダイヤルしている番号と類似した電話番号のみ

を表示するように通話履歴リストが変更されます。

プレディクティブダイヤリングは、[拡張回線モード（Enhanced Line Mode）]
が有効になっているときに有効になります。プレディクティブダイヤリングを

機能させるには、[簡易発信 UI（Simplified New Call UI）]を無効にする必要が
あります。

プレディクティブダイヤリング

回線を共有しているユーザが、コールに自分を追加すること、および他のユー

ザのコールに関する情報を電話ディスプレイに表示することを禁止します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの割り込
みおよびプライバシーの情報を参照してください。

プライバシー

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

Cisco Unified Communications Managerの管理者は、ハンドセットをオフフック
にすると Cisco IP電話がただちにダイヤルする電話番号を設定できます。これ
は、緊急番号や「ホットライン」番号のコール用に指定された電話機で役立

つことがあります。

管理者は、最大 15秒の遅延を設定できます。これにより、電話機がデフォル
トでホットライン番号に設定される前にコールを発信する時間がユーザーに与

えられます。このタイマーは、パラメータ [オフフックから最初の数字タイマー
（Off Hook To First Digit Timer）]（[デバイス（Device）] > [デバイス設定
（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]）で設定可能です。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』を
参照してください。

Private Line Automated Ringdown
（PLAR）

電話機のログを送信するか、問題を管理者に報告します。

問題レポートツール（74ページ）を参照してください。

エラーレポートツール（PRT）

発信、折り返し、不在転送などの機能を回線ボタンに割り当てることができま

す。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話機
ボタンテンプレートの情報を参照してください。

プログラマブル機能ボタン

ユーザが、ボタンを押して、問題のあるコールの情報を送信できます。QRT
は、QRTに必要なユーザインタラクションの量に応じて、2つのユーザモー
ドのどちらかに設定できます。

Quality Reporting Tool（QRT;品質レ
ポートツール）

ユーザが、最近の150件の個別コールおよびコールグループを確認できます。
最近ダイヤルした番号や不在履歴を表示したり、通話レコードを削除したりで

きます。

通話履歴

ユーザは、ボタンを押すか、[リダイヤル（Redial）]ソフトキーを押して、最
後にダイヤルした電話番号にコールをかけることができます。

リダイヤル

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、電話機のイー
サネットポートの速度とデュプレックス機能をリモートで設定できます。これ

により、具体的なポート設定を伴う大規模な導入のパフォーマンスが向上しま

す。

Cisco Unified Communications Managerのリモートポート設定用に
ポートが設定されている場合は、電話機のデータを変更することは

できません。

（注）

プロダクト固有の設定（27ページ）の「リモートポート設定」を参照してく
ださい。

リモートポート設定

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

ユーザの携帯電話に直接かかってきたコールを会社の電話番号（固定電話）に

ルーティングできます。リモート接続先（携帯電話）への着信コールでは、リ

モート接続先でのみ呼出音が鳴り、デスクトップフォンの呼出音は鳴りませ

ん。携帯電話でコールに応答すると、デスクトップフォンに「リモートで使用

中（Remote In Use）」というメッセージが表示されます。これらのコール中、
ユーザは自身の携帯電話のさまざまな機能を使用できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの Cisco
Unified Mobilityの情報を参照してください。

リモート接続先へのダイレクトコー

ルの会社電話番号への再ルーティン

グ

電話画面の Call endedメッセージ表示を削除することにより、通話終了の
応答時間を改善します。

「通話終了（Call Ended）」のプロン
プトタイマーの削除

電話機に別のアクティブコールが着信したときに、回線で使用される呼出音タ

イプを指定します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報およびカスタム電話呼出音を参照してください。

呼出音の設定

保留中のコールがゲートウェイによってドロップされないようにします。ゲー

トウェイでは RTCPポートのステータスを確認して、コールがアクティブかど
うかが判別されます。電話ポートを開いたままにしておくことによって、ゲー

トウェイは保留中のコールを終了しません。

SIPの RTCP保留

セキュアな電話機で、セキュアな会議ブリッジを使用して会議コールを発信で

きます。[会議（Confrn）]、[参加（Join）]、または [割り込み（Barge）]ソフ
トキーまたはMeetMe会議を使用して新しい参加者が追加されると、すべての
参加者がセキュアな電話機を使用している場合にセキュアコールのアイコンが

表示されます。

会議の各参加者のセキュリティレベルが [会議リスト（Conference List）]に表
示されます。開催者は、非セキュアの参加者を [会議参加者リスト（Conference
List）]から削除できます。[拡張アドホック会議（AdvancedAdhocConference）]
に [有効（Enabled）]パラメータが設定されていれば、開催者でなくても会議
参加者を追加または削除できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの会議ブ
リッジおよびセキュリティの情報およびサポート対象のセキュリティ機能を参

照してください。

セキュアな会議

リモートオフィスから電話機にログインするユーザに強化されたセキュリティ

を提供することで、EMCC機能を改善します。
セキュア EMCC

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

CiscoUnified CommunicationsManagerの管理にある [IP電話サービスの設定（IP
Phone Services Configuration）]メニューを使用して、ユーザが登録できる IP電
話サービスのリストを定義して管理できます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのサービ
ス情報を参照してください。

サービス

ユーザは、電話機の [サービス（Services）]メニューの代わりにプログラム可
能なボタンを使用して、サービスにアクセスすることができます。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのサービ
ス情報を参照してください。

サービス URLボタン

電話機に、着信コールの発信者 IDと発信者番号の両方を表示できます。IP電
話の LCDディスプレイのサイズによって、表示される発信者 IDと発信者番号
の長さが制限されます。

発信者 IDおよび発信者番号の表示機能は、着信コールのアラートのみに適用
されます。コール転送とハントグループの機能は変更されません。

この表の「発信者 ID」を参照してください。

発信者 IDおよび発信者番号の表示

ユーザは、自分のシスコヘッドセットを使用してエクステンションモビリティ

にサインインできます。

電話機がMRAモードの場合、ユーザーはヘッドセットを使用して電話機にロ
グインできます。

この機能には、Cisco Unified Communications Manager（UCM）リリース 11.5(1)
SU8、11.5(1) SU.9、12.5(1) SU3以降が必要です。

詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications
Manager』、リリース 11.50(1)SU8以降またはリリース 12.5(1)SU3以降を参照し
てください。

シスコヘッドセットを使用したエク

ステンションモビリティのログイン

の簡略化

Androidタブレットや iOSタブレットのユーザが Bluetoothを使用してタブレッ
トを電話機にペアリングして、タブレットでのコールの音声部分に電話機を使

用することができます。

インテリジェントプロキシミティの有効化（101ページ）を参照してくださ
い。

Cisco IP電話 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

簡素化タブレットサポート

記憶されている指定番号をダイヤルします。短縮ダイヤル

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

[CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]
を使用して、SSHアクセス設定を有効または無効にできます。SSHサーバを有
効にすると、電話機が SSH接続を受け入れるようになります。電話機の SSH
サーバ機能を無効にすると、その電話機への SSHアクセスがブロックされま
す。

プロダクト固有の設定（27ページ）の「SSHアクセス」を参照してください。

SSHアクセス（SSH Access）

指定したテレフォニー機能へのアクセスを時間帯によって制限します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの時間帯
および Time-of-Dayルーティングの情報を参照してください。

Time-of-Dayルーティング

タイムゾーンの変更に伴い、Cisco IP電話を更新します。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの日時情
報を参照してください。

タイムゾーンのアップデート

ユーザは、接続されているコールを自分の電話機から別の番号にリダイレクト

できます。

転送

転送：転送では、常にまずアクティブコールを保留にした後、同じ電話番号を

使用して新しいコールを開始します。

ユーザは、アクティブコールの転送機能を使用して直接転送できます。

一部の JTAPI/TAPIアプリケーションでは、Cisco IP電話の参加および直接転送
機能と互換性がないため、参加および直接転送ポリシーを設定して、同一回線

上や、場合によっては複数の回線をまたいだ参加と直接転送を無効にする必要

があります。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの電話番
号の情報を参照してください。

転送（直接転送）

信頼検証サービス（TVS）により、証明書信頼リスト（CTL）のサイズを増や
したり、更新された CTLファイルを電話機にダウンロードしたりせずに、電
話機が署名済みの設定を認証し、他のサーバまたはピアを認証することができ

ます。TVSはデフォルトで有効になっています。

電話機の [セキュリティ設定（Security Setting）]メニューに TVSの情報が表示
されます。

信頼検証サービス（TVS）

電話機の機能および設定
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説明と詳細情報機能

Cisco IP電話は、次の機能を提供することによって Unified Capabilities
Requirements（UCR）2013をサポートします。

•連邦情報処理標準（FIPS）140-2のサポート

• 80ビット SRTCPタギングのサポート

IP電話管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで該当す
るパラメータを設定する必要があります。

UCR 2013

プライマリ回線が設定されていない場合、ユーザにアラートを送信します。

ユーザの電話画面に Unprovisionedのメッセージが表示されます。
未設定のプライマリ回線通知

アプリケーションウィンドウのサイズが拡大され、切り捨てられる文字列が最

小限になります。

リスト、アラート、ビジュアルボイ

スメールのユーザインターフェイス

の更新

ユーザが、ビデオ会議を表示するためのビデオディスプレイモードを選択で

きます。これは、システムに設定されているモードによって異なります。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのビデオ
情報を参照してください。

Cisco IP電話 8845、8865、および 8865NRで利用可能。

ビデオモード

電話機のビデオサポートを有効にします。CiscoUnifiedCommunicationsManager
の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、ビデオコールに対して
ビデオ機能のパラメータを有効化する必要があります。デフォルトではイネー

ブルです。

Cisco IP電話 8845、8865、および 8865NRで利用可能。

ビデオサポート

Cisco Unified IP電話、パーソナルコンピュータ、および外付けビデオカメラ
を使用することにより、ユーザがビデオコールを発信できるようにします。

この機能では、ユーザが Cisco Jabberまたは Cisco Unified Video Advantage製品
を使用したビデオコールを行うこともできます。

PCからのビデオ

グラフィカルインターフェイスでボイスメールのオーディオプロンプトを置

き換えます。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/ps9829/prod_installation_guides_
list.html#anchor3にある『Installation and Configuration Guide for Visual Voicemail』
を参照してください。

ビジュアルボイスメール

コールに応答がない場合に、発信者がメッセージを残せるようにします。

該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのボイス
メールの情報およびビジュアルボイスメールのセットアップ（85ページ）を
参照してください。

ボイスメッセージシステム
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説明と詳細情報機能

信頼されたネットワークの外側にある場合、または電話機と Unified CM間の
ネットワークトラフィックが信頼されていないネットワークを通過する必要が

ある場合に、SSLを使用して、Cisco Unified IP電話にバーチャルプライベート
ネットワーク（VPN）接続を提供します。

VPN

HTTPなど、すべてのWebサービスへのアクセスを無効にすると、セキュリ
ティが強化されます。Webアクセスを有効にすると、ユーザはWebサービス
にのみアクセスできます。

デフォルトでWebアクセスを無効に
する

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

機能ボタンとソフトキー
次の表に、ソフトキーで使用可能な機能、専用機能ボタンで使用可能な機能、さらにプログラ

ム可能な機能ボタンとして設定する必要がある機能を示します。この表の「X」は、その機能
が対応するボタンのタイプまたはソフトキーでサポート対象ことを意味します。2つのボタン
タイプとソフトキーのうち、プログラム可能な機能ボタンだけはCisco IP電話の管理ページで
の設定が必要です。

プログラム可能な機能ボタンの設定の詳細については、電話ボタンテンプレート（91ペー
ジ）を参照してください。

表 1 :機能とボタンおよびソフトキーの対応

ソフトキープログラム可能な機能

ボタン

専用機能ボタン機能名

サポート対象外サポートされるサポート対象外呼び出しコール

サポート対象外サポートされるサポート対象外すべてのコール

サポートされるサポートされるサポート対象外応答

サポートされるサポート対象外サポート対象外C割り込み

サポートされるサポートされるサポート対象外コールバック

サポートされるサポート対象外サポート対象外すべてのコールの転

送

サポートされるサポートされるサポート対象外コールパーク

サポート対象外サポートされるサポート対象外コールパーク回線

ステータス
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ソフトキープログラム可能な機能

ボタン

専用機能ボタン機能名

サポートされるサポートされるサポート対象外コールピックアッ

プ（ピックアップ）

サポート対象外サポートされるサポート対象外コールピックアッ

プ回線ステータス

サポートされるサポート対象外サポートされる会議

サポートされるサポート対象外サポート対象外即転送

サポートされるサポートされるサポート対象外取り込み中

サポートされるサポートされるサポート対象外グループピック

アップ

サポートされるサポート対象外サポートされる保留 (Hold)

サポート対象外サポートされるサポート対象外ハントグループ

サポート対象外サポートされるサポート対象外インターコム

サポートされるサポートされるサポート対象外Malicious Call
Identification
（MCID;迷惑呼
ID）

サポートされるサポートされるサポート対象外ミートミー

サポートされるサポート対象外サポート対象外Merge

サポートされるサポートされるサポート対象外モバイルコネクト

（モビリティ）

サポート対象外サポート対象外サポートされるミュート

サポートされるサポートされるサポート対象外その他のピックアッ

プ

サポートされるサポート対象外サポート対象外キューのステータス

用の PLKのサポー
ト

サポート対象外サポートされるサポート対象外[プライバシー
（Privacy）]

サポート対象外サポートされるサポート対象外Queue Status

電話機の機能および設定
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ソフトキープログラム可能な機能

ボタン

専用機能ボタン機能名

サポートされるサポートされるサポート対象外Quality Reporting
Tool（QRT;品質レ
ポートツール）

サポートされるサポート対象外サポート対象外録音

サポートされるサポートされるサポート対象外Redial

サポート対象外サポートされるサポート対象外スピードダイヤル

サポート対象外サポートされるサポート対象外短縮ダイヤル回線ス

テータス

サポートされるサポート対象外サポート対象外USBヘッドセット
上の保留ボタンのサ

ポート

サポートされるサポート対象外サポートされる転送

電話機の機能設定
ユーザのニーズに基づいて、さまざまな機能を備えるように電話機をセットアップできます。

すべての電話、電話機のグループ、または個々の電話機に機能を適用することもできます。

機能を設定する際には、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationウィンドウに、す
べての電話機に適用される情報、およびその電話機モデルに適用される情報が表示されます。

電話機モデルに固有の情報は、ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product Specific
Configuration Layout）]のエリアにあります。

すべての電話モデルに適用されるフィールドについては、CiscoUnifiedCommunicationsManager
のマニュアルを参照してください。

ウィンドウ間には優先順位があるため、フィールドを設定する際に重要なのは、フィールド設

定の対象となるウィンドウです。優先順序は、次のとおりです。

1. 個々の電話（優先順位最高）

2. 電話機グループ

3. すべての電話（優先順位最低）

たとえば、特定のユーザ群が電話機Webページにアクセスしないようにしつつ、その他のユー
ザはそのページにアクセスできるようにするには、次のようにします。

1. すべてのユーザに対して、電話機Webページへのアクセスを有効にします。

電話機の機能および設定
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2. 個々のユーザそれぞれについて、電話機Webページへのアクセスを無効にするか、または
ユーザグループを設定し、そのユーザグループから電話機Webページへのアクセスを無
効にします。

3. ユーザグループ内の特定のユーザが電話機Webページへのアクセスを必要とする場合に
は、その特定のユーザに対して有効にすることができます。

すべての電話機の電話機能の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager管理に管理者としてサインインします。

ステップ 2 [システム] > [エンタープライズ電話の設定]を選択します。

ステップ 3 変更するフィールドを設定します。

ステップ 4 変更フィールドの [エンタープライズ設定を上書き（OverrideEnterprise Settings）]チェックボッ
クスを選択します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 7 電話機を再起動します。

これは、組織内のすべての電話機に影響します。（注）

電話機グループの電話機能の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager管理に管理者としてサインインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 プロファイルを探します。

ステップ 4 [製品固有の構成レイアウト（Product Specific Configuration Layout）]ペインに移動し、フィー
ルドを設定します。

ステップ 5 変更フィールドの [エンタープライズ設定を上書き（OverrideEnterprise Settings）]チェックボッ
クスを選択します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

電話機の機能および設定
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ステップ 8 電話機を再起動します。

単一の電話機の電話機能の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager管理に管理者としてサインインします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 3 ユーザに関連付けられた電話機を見つけます。

ステップ 4 [製品固有の構成レイアウト（Product Specific Configuration Layout）]ペインに移動し、フィー
ルドを設定します。

ステップ 5 変更されたフィールドについて、[共通設定の上書き（OverrideCommonSettings）]チェックボッ
クスをオンにします。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

ステップ 8 電話機を再起動します。

プロダクト固有の設定

次の表に、[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインのフィール
ドを示します。

表 2 : [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]フィールド

説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機のスピーカーフォン機能をオフにします。オフチェックボックススピーカーフォンを

無効にする

電話機のスピーカーフォンおよびヘッドセット機能をオ

フにします。

オフチェックボックススピーカーフォンと

ヘッドセットを無効

にする（Disable
Speakerphone and
Headset）

電話機のハンドセット機能をオフにします。オフチェックボックスハンドセットを無効

にする

電話機の機能および設定
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

コンピュータを LANに接続するために PCポートを使
用する機能を制御します。

[有効（Enabled）][有効（Enabled）]

無効

PC Port

設定アプリのローカル電話設定へのアクセスを有効、無

効、または非許可にします。

• [無効（Disabled）]：[設定（Settings）]メニューに
オプションが表示されません。

• [有効（Enabled）]：[設定（Settings）]メニューの
すべてのエントリが、アクセス可能です。

• [制限（Restricted）]：電話設定メニューのみアクセ
ス可能です。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

[制限（Restricted）]

アクセスの設定

電話の PCポートに接続されたデバイスから音声VLAN
へのアクセスを許可するかどうかを指定します。

• [無効（Disabled）]：PCは音声VLAN上や電話機か
らデータを送受信することはできません。

• [有効（Enabled）]：PCは音声VLAN上や電話機か
らデータを送受信できます。電話のトラフィック

のモニタリングを必要とするアプリケーションが

PC上で実行されている場合は、このフィールドを
[有効（Enabled）]に設定してください。それらの
アプリケーションには、モニタリングおよび録音ア

プリケーション、分析のためのネットワークモニ

タリングソフトウェアの使用が含まれます。

[有効（Enabled）][有効（Enabled）]

無効

PCの音声 VLANへ
のアクセス（PC
Voice VLAN
Access）

Cisco IP電話、パーソナルコンピュータ、およびビデオ
カメラを使用することにより、ユーザがビデオコール

を発信できます。

8845、8865、およ
び8865NR：[有効
（Enabled）]

8811、8851、
8851NR、8861：
[無効
（Disabled）]

[有効（Enabled）]

無効

Video Capabilities

Webブラウザによる電話Webページへのアクセスを有
効または無効にします。

このフィールドを有効にすると、電話機に

関する機密情報が公開される場合がありま

す。

注意

無効無効

[有効（Enabled）]

Webアクセス（Web
Access）

電話機の機能および設定
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

Webサーバ接続に TLS 1.2の使用を制御します。

• [無効（Disabled）]：TLS1.0、TLS1.1またはTLS1.2
用に設定されている電話機は、HTTPSサーバとし
て機能できます。

• [有効（Enabled）]：TLS1.2用に設定されている電
話機のみ HTTPSサーバとして機能できます。

無効無効

[有効（Enabled）]

Webアクセス用の
TLS 1.0およびTLS
1.1を無効にする

ダイヤル方法を制御します。

• [無効（Disabled）]：ダイヤルプランまたはルート
パターンの重複がある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは桁間タイマーが満了する
のを待ちます。

• [有効（Enabled）]：ダイヤルが完了すると、ダイヤ
ルされた文字列全体がCiscoUnified Communications
Managerに送信されます。 T.302タイマーのタイム
アウトを回避するために、ダイヤルプランまたは

ルートパターンが重複している場合は常に一括ダイ

ヤルを有効にすることをお勧めします。

強制承認コード（FAC）またはクライアント識別コード
（CMC）は一括ダイヤルに対応していません。 FACま
たはCMCを使用して通話アクセスとアカウンティング
を管理している場合は、この機能を使用できません。

無効無効

[有効（Enabled）]

一括ダイヤル

[ディスプレイ点灯時刻（DisplayOnTime）]フィールド
で指定された時刻になっても、ディスプレイを自動的に

オンにしない日を定義します。

ドロップダウンリストから単一または複数の曜日を選

択します。複数の曜日を選択するには、Ctrlキーを押
しながら目的の各曜日をクリックします。

Days of the weekディスプレイ非点灯

日（Days Display
Not Active）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

毎日ディスプレイを自動的にオンにする時刻（[ディス
プレイ非点灯日（Days Display Not Active）]フィールド
で指定されている日を除く）を定義します。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00
は午前 0時）。

たとえば、午前7時（0700）にディスプレイを自動的に
オンにするには、 7:00と入力します。午後 2時 (1400)
にディスプレイをオンにするには、（1400）にバック
ライトをオンにするには、14:00と入力します。

このフィールドがブランクの場合、ディスプレイは午前

0時に自動的にオンになります。

hh:mmディスプレイ点灯時

刻（Display On
Time）

[ディスプレイ点灯時刻（DisplayOnTime）]フィールド
で指定した時刻にディスプレイがオンになった後、オン

状態を保つ時間の長さを定義します。

たとえば、ディスプレイを自動的にオンにしてから4時
間30分にわたってオン状態を保つには、04:30と入力し
ます。

このフィールドがブランクの場合、電話機は午前 0時
（0:00）にオフになります。

[ディスプレイ点灯時刻（DisplayOnTime）]が 0:00で、
[ディスプレイ点灯継続時間（Display On Duration）]が
ブランク（または 24:00）の場合、ディスプレイはオフ
になりません。

hh:mmディスプレイ点灯継

続時間（Display On
Duration）

ディスプレイをオフにするまでの電話機のアイドル時間

を定義します。ディスプレイがスケジュールどおりに

オフで、ユーザが（電話機ボタンを押す、またはハンド

セットを持ち上げる操作で）オンにした場合にのみ適用

されます。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、ユーザがディスプレイをオンにしてから1時
間 30分にわたって電話機がアイドル状態にあった場合
にディスプレイをオフにするには、01:30と入力します。

詳細については、未使用時画面のセットアップを参照

してください。

01:00hh:mmディスプレイ放置時

自動消灯（Display
Idle Timeout）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

着信コールがあるとアイドル表示がオンに変わります。[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

着信コール時に点灯

（Display On When
Incoming Call）

電話機の電源をオフにする日のスケジュールを定義しま

す。

ドロップダウンリストから単一または複数の曜日を選

択します。複数の曜日を選択するには、Ctrlキーを押
しながら目的の各曜日をクリックします。

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]が
オンになっていると、緊急（e911）の問題について警告
するメッセージを受け取ります。

Power Save Plusモード（「モード」）が有
効である間は、モードに設定されたエンド

ポイントは、緊急コールでは無効で、着信

コールの受信ができません。このモードを

選択することにより、次の条項に同意した

ものと見なされます。（i）モードが有効で
ある間、緊急コールとコールの受信用の代

替方法を責任を持って用意する必要があり

ます。（ii）シスコはこのモードの選択に関
して何の責任を負いません。このモードを

有効にすることは、お客様の責任で行って

いただきます。（iii）コール、発信、およ
びその他について、このモードを有効にし

た場合の影響をユーザにすべて通知する必

要があります。

注意

PowerSavePlusを無効にするには、[EnergyWiseオーバー
ライドを許可（Allow EnergyWise Overrides）]チェック
ボックスをオフにする必要があります。 [PowerSavePlus
の有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、日
数を選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可
（Allow EnergyWise Overrides）]チェックボックスをオ
ンにしたままにしておくと、Power SavePlusは無効にな
りません。

Days of the weekEnable Power Save
Plus
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
フィールドにある日について、電話機の電源を自動的に

オンにする時刻を決定します。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00
は午前 0時）。

たとえば、午前7時（0700）に自動的に電話機の電源を
オンにする場合は、 7:00と入力します。午後 2時
（1400）に電話機の電源をオンにするには、（1400）
にバックライトをオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味しま
す。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話
機をオフにする時刻（Phone Off Time）]より 20分以上
遅い時刻に設定する必要があります。たとえば、[電話
機をオフにする時刻（PhoneOffTime）]が 7:00の場合、
[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は 7:20よ
り前に設定しないでください。

hh:mm電話機をオンにする

時刻（Phone On
Time）

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
フィールドで選択した日について、電話機の電源をオフ

にする時刻を特定します。 [電話機をオンにする時刻
（Phone On Time）]フィールドと [電話機をオフにする
時刻（Phone Off Time）]フィールドに同じ値が含まれ
ている場合、電話機はオフになりません。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00
は午前 0時）。

たとえば、午前7時（0700）に自動的に電話機の電源を
オフにする場合は、 7:00と入力します。午後 2時
（1400）に電話機の電源をオフにするには、（1400）
にバックライトをオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味しま
す。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話
機をオフにする時刻（Phone Off Time）]より 20分以上
遅い時刻に設定する必要があります。たとえば、[電話
機をオフにする時刻（PhoneOffTime）]が 7:00の場合、
[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は 7:20よ
り前に設定しないでください。

hh:mm電話機をオフにする

時刻（Phone Off
Time）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機の電源をオフにする前に、電話機をアイドル状態

にしておく必要がある時間の長さを示します。

タイムアウトは次の条件で発生します。

•電話機がスケジュールどおりにPowerSavePlusモー
ドになっていたが、電話機のユーザが [選択
（Select）]キーを押したために、Power Save Plus
モードが解除された場合。

•接続スイッチで電話機が再びオンになった場合。

• [電話機をオフにする時刻（PhoneOffTime）]になっ
たが、通話中の場合。

6020～ 1440分Phone Off Idle
Timeout

これを有効にすると、[電話機をオフにする時刻（Phone
Off Time）]で指定した時刻の 10分前に電話機で音声ア
ラートの再生が開始されます。

このチェックボックスが表示されるのは、[Power Save
Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]リストボック
スで 1日以上が選択されている場合だけです。

オフチェックボックスEnable Audible Alert

その電話機が含まれる EnergyWiseドメインを特定しま
す。

最大 127文字です。EnergyWise Domain

EnergyWiseドメイン内でエンドポイントとの通信に使
用されるセキュリティの秘密パスワードを指定します。

最大 127文字です。EnergyWiseシーク
レット

電話機の機能および設定
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機に電源レベルの更新を送信するためのEnergyWise
ドメインコントローラのポリシーを許可するかどうか

を決定します。次の条件が適用されます。

• [Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
フィールドで1日以上を選択する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
の設定は、EnergyWiseがオーバーライドを送信し
ても、スケジュールに適用されます。

たとえば、[電話機をオフにする時刻（PhoneOffTime）]
が22:00（午後10時）に設定されていると仮定すると、
[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]フィール
ドの値は 06:00（午前 6時）となり、[Power Save Plusの
有効化（Enable Power Save Plus）]では 1日以上が選択
されています。

• EnergyWiseが 20:00（午後 8時）に電話機をオフに
するように指示すると、この指示は、午前6時に設
定された [電話機をオンにする時刻（Phone On
Time）]まで有効となります（電話機ユーザによる
介入が発生しないと仮定した場合）。

•午前 6時になると、電話機はオンとなり、Cisco
Unified Communications Managerの管理での設定か
ら電力レベルの変更の受信を再開します。

•電力レベルを電話機で再び変更するには、
EnergyWiseは電力レベル変更コマンドを新たに再
発行する必要があります。

PowerSavePlusを無効にするには、[EnergyWiseオーバー
ライドを許可（Allow EnergyWise Overrides）]チェック
ボックスをオフにする必要があります。 [PowerSavePlus
の有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、日
数を選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可
（Allow EnergyWise Overrides）]チェックボックスをオ
ンにしたままにしておくと、Power SavePlusは無効にな
りません。

オフチェックボックスAllow EnergyWise
Overrides
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

コールに参加し、転送するユーザの機能を制御します。

• [同一回線、回線全体で有効（Same line, across line
enable）]：ユーザは、現在の回線上のコールを別の
回線上の別のコールに直接転送するか、コールに参

加できます。

• [同一回線のみで有効（Same line enableonly）]：ユー
ザは、両方のコールが同じ回線上のものである場合

にのみ、コールの直接転送または参加ができます。

• [同一回線、回線全体で無効（Same line, across line
disable）]：ユーザは、同一回線上のコールに参加
したり転送したりできません。参加機能と転送機

能は無効であり、ユーザは直接転送も参加機能も実

行できません。

[同一回線、回線
全体で有効

（Same line, across
line enable）]

[同一回線、回線全体
で有効（Same line,
across line enable）]

[同一回線のみで有効
（Same line enable
only）]

[同一回線、回線全体
で無効（Same, across
line disable）]

Join and Direct
Transfer Policy

ネットワークポートで送受信されるパケットをアクセ

スポートに転送するかどうかを表示します。

無効無効

[有効（Enabled）]

Span to PC Port

ユーザがコールを記録する際のトーンの再生を制御しま

す。

無効無効

[有効（Enabled）]

録音トーン

ローカルユーザに対する録音トーンのボリュームを制

御します。

100整数 0～ 100録音トーンのローカ

ルボリューム

リモートユーザに対する録音トーンのボリュームを制

御します。

50整数 0～ 100録音トーンのリモー

ト音量

録音トーンの長さを制御します。整数、1～ 3000ミリ
秒

録音トーンの長さ

電話デバッグ出力用の IPv4 syslogサーバを指定します。

アドレスの形式:
address:<port>@@base=<0-7>;pfs=<0-1>

256文字以下の文字
列。

ログサーバー

電話機の SWポートでの Cisco Discovery Protocolの制
御。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Cisco Discovery
Protocol（CDP）：
Switch Port

電話機のPCポートでのCiscoDiscovery Protocolの制御。[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Cisco Discovery
Protocol（CDP）：
PC Port
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

SWポートで LLDP-MEDを有効にします。[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Link Layer Discovery
Protocol - Media
Endpoint Discover
（LLDP-MED）：ス
イッチポート

（Link Layer
Discovery Protocol -
Media Endpoint
Discover
（LLDP-MED）:
Switch Port）

PCポートで LLDPを有効にします。[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Link Layer Discovery
Protocol（LLDP）：
PC Port

在庫管理のため電話機に割り当てられているアセット

IDを識別します。
32文字以下の文字
列。

LLDP Asset ID

電話機の電源優先度をスイッチに割り当て、スイッチが

電力を適切に電話機に供給できるようにします。

不明不明

低

高

クリティカル

（Critical）

LLDP電力の優先順
位（LLDP Power
Priority）

802.1x認証機能のステータスを指定します。

• [ユーザ制御（User Controlled）]：ユーザは電話機
に 802.1xを設定できます。

• [無効（Disabled）]：802.1x認証は使用されません。

• [有効（Enabled）]：802.1x認証が使用され、電話の
認証を設定します。

ユーザ制御（User
Controlled）

ユーザ制御（User
Controlled）

[有効（Enabled）]

無効

802.1X認証

電話機のポート間で最も低い速度にポートを同期し、パ

ケット損失を防止します。

無効無効

[有効（Enabled）]

Automatic Port
Synchronization
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機SWポートの速度とデュプレックス機能のリモー
ト設定ができます。これにより、具体的なポート設定

を伴う大規模な導入のパフォーマンスが向上します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerのリモートポート
設定用にSWポートが設定されている場合は、電話機の
データを変更することはできません。

無効無効

[有効（Enabled）]

Switch Port Remote
Configuration

電話機PCポートの速度とデュプレックス機能のリモー
ト設定ができます。これにより、具体的なポート設定

を伴う大規模な導入のパフォーマンスが向上します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerのリモートポート
設定用にポートが設定されている場合は、電話機のデー

タを変更することはできません。

無効無効

[有効（Enabled）]

PC Port Remote
Configuration

ポート 22を経由する SSHデーモンへのアクセスを制御
します。ポート 22を開いたままにしておくと、電話機
はサービス拒否（DoS）攻撃を受けやすい状態となりま
す。

無効無効

[有効（Enabled）]

SSHアクセス

Toastが表示される時間を秒単位で指定します。この時
間には、ウィンドウのフェードインとフェードアウトの

時間も含まれます。

0は、着信コールトーストが無効であることを意味しま
す。

50, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10,
15, 30, 60

Incoming Call Toast
Timer

呼出音パターンを制御します。デフォルトデフォルト

日本

呼出音ロケール

（Ring Locale）

TLS認証プロセス全体を繰り返すことなくTLSセッショ
ンを再開する機能を制御します。このフィールドが 0
に設定されている場合、TLSセッション再開は無効で
す。

3600整数、0～ 3600秒TLS再開タイマー

電話機上で連邦情報処理標準（FIPS）モードを有効また
は無効にします。

無効無効

[有効（Enabled）]

FIPSモード

共有回線コールをコールログに記録するかどうかを指

定します。

無効無効

[有効（Enabled）]

共有電話からの通話

履歴を記録（Record
Call Log from Shared
Line）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機の最小呼出音量を制御します。

呼出音をオフにすることができないように電話機を設定

できます。

0：サイレント0：サイレント

1–15

呼出音の最小音量

（Minimum Ring
Volume）

電話機がサブネット上にある同一モデルの他の電話機を

検出し、更新されたファームウェアファイルを共有で

きるようにします。電話機に新しいファームウェアロー

ドがある場合、他の電話機とそのロードを共有できま

す。他の電話機の 1つに新しいファームウェアロード
がある場合、TFTPサーバからではなくその電話機から
ファームウェアをダウンロードできます。

ピアファームウェア共有により、以下が実現します。

•中央集中型リモート TFTPサーバへの TFTP転送に
おける輻輳が制限されます。

•ファームウェアのアップグレードを手動で制御する
必要がなくなります。

•アップグレード時に多数のデバイスが同時にリセッ
トされた場合の電話機のダウンタイムが削減されま

す。

•帯域幅が制限されたWANリンクを経由するブラン
チまたはリモートオフィス導入シナリオでのファー

ムウェアのアップグレードに役立ちます。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

ピアファームウェ

ア共有（Peer
Firmware Sharing）

電話機がファームウェアロードとアップグレードを取

得するために使用する代替 IPv4サーバを指定します。

アドレスの形式:
address:<port>@@base=<0-7>;pfs=<0-1>

256文字以下の文字
列。

ロードサーバ

電話機がファームウェアロードやアップグレードを取

得する際に使用する代替 IPv6サーバを指定します。

アドレスの形式：
[address]:<port>@@base=<0-7>;pfs=<0-1>

256文字以下の文字
列。

IPv6負荷サーバ
（IPv6Load Server）

ユーザが、アナログヘッドセット用ワイドバンドコー

デックを使用できるようにします。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

WidebandHeadset UI
Control
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機のワイドバンドヘッドセットの使用を有効また

は無効にします。 [ユーザ制御のワイドバンドヘッド
セット（User Control Wideband Headset）]と組み合わせ
て使用します。

詳細については、ワイドバンドコーデックのセットアッ

プを参照してください。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Wideband Headset

Cisco IP電話 8861と 8865からWi-Fiネットワークに接
続できるようにします。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Wi-Fi

Cisco IP電話 8861および 8865の背面の USBポートを
使用する機能を制御します。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

8861、8865、およ
び 8865NR：有効

無効

[有効（Enabled）]

背面USBポート

Cisco IP電話 8851、8851NR、8861、8865、および
8865NRの側面の USBポートを使用する機能を制御し
ます。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

側面 USBポート

シリアルコンソールを有効にするか無効にするかを指

定します。

無効無効

[有効（Enabled）]

[コンソールアクセ
ス（Console
Access）]

電話機の Bluetoothオプションを有効または無効にしま
す。無効にした場合、ユーザは電話機上で Bluetoothを
有効化できません。 Cisco IP電話 8845、8851、8861、
および 8865でサポートされます。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Bluetooth
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

ユーザが、Bluetoothを使用することにより、接続され
たモバイルデバイスから連絡先をインポートできるよ

うにします。無効にすると、ユーザは電話機に接続さ

れたモバイルデバイスから連絡先をインポートするこ

とはできません。 Cisco IP電話 8845、8851、8861、お
よび 8865でサポートされます。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Bluetooth連絡先の
インポートを許可

（Allow Bluetooth
Contacts Import）

ユーザが、モバイルデバイスやタブレットで電話機の

音響特性を利用できるようにします。ユーザはBluetooth
を使用してモバイルデバイスやタブレットを電話機に

ペアリングします。無効にすると、ユーザはモバイル

デバイスまたはタブレットを電話機とペアリングするこ

とはできません。

モバイルデバイスがペアリングされると、ユーザは電

話機でモバイルコールの発信および受信ができるよう

になります。タブレットを使用する場合、タブレット

から電話機に音声をルーティングできます。

複数のモバイルデバイス、タブレット、Bluetoothヘッ
ドセットを電話機にペアリングできます。ただし、同

時に接続できるのは1つのデバイスと1つのヘッドセッ
トのみです。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

Bluetoothモバイル
ハンズフリーモー

ドを許可（Allow
Bluetooth Mobile
Handsfree Mode）

電話機のどのBluetoothプロファイルが有効/無効である
かを示します。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[ハンズフリー
（Handsfree）]

[ハンズフリー
（Handsfree）]

ヒューマンインター

フェイスデバイス

Bluetoothプロファ
イル（Bluetooth
Profiles）

電話機が Gratuitous ARPからMACアドレスを学習する
能力を有効または無効にします。この機能は、音声ス

トリームをモニタまたは記録するために必要です。

無効無効

[有効（Enabled）]

Gratuitous ARP

電話機の機能および設定

40

電話機の機能および設定

プロダクト固有の設定



説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

この電話機に送られるすべてのコールがプライマリ回線

で表示されるかどうかを指定します。

このフィールドの目的は、コールを表示する回線を選択

するのではなく、エンドユーザがすべての回線上のす

べてのコールをひと目で簡単に確認できるようにするこ

とです。つまり、電話に複数の回線が設定されている

場合、通常はすべての回線上のすべてのコールを1つに
統合表示して確認できるようにするほうが便利です。

この機能が有効化されている場合、すべてのコールがプ

ライマリ回線に表示されますが、これまで通り特定の回

線を選択して表示内容をフィルタリングし、特定の回線

に関するコールのみを表示することもできます。

無効無効

[有効（Enabled）]

プライマリ回線にす

べての通話の表示

電話機への通信のタイプを制御します。 [HTTPSのみ
（HTTPS only）]を選択すると、電話機の通信はより安
全になります。

HTTPおよび
HTTPS対応

HTTPおよび HTTPS
対応

[HTTPSのみ
（HTTPS only）]

HTTPSサーバ
（HTTPS Server）

IPv6ログサーバを指定します。

アドレスの形式：
[address]:<port>@@base=<0-7>;pfs=<0-1>

256文字以下の文字
列。

IPv6ログサーバー

Syslogサーバにログを送信する機能を制御します。無効無効

[有効（Enabled）]

リモートログ

（Remote Log）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

事前定義されたロギングプロファイルを指定します。

• [デフォルト（Default）]：デフォルトのデバッグロ
ギングレベル

• [プリセット（Preset）]：電話ローカルデバッグロ
ギングの設定を上書きしません

• [テレフォニー（Telephony）]：電話またはコール機
能に関する情報をログに記録します

• [SIP]：SIPシグナリングに関する情報をログに記録
します

• [UI]：電話ユーザインターフェイスに関する情報を
ログに記録します

• [ネットワーク（Network）]：ネットワーク情報を
ログに記録します

• [メディア（Media）]：メディア情報をログに記録
します

• [アップグレード（Upgrade）]：アップグレード情
報をログに記録します

• [アクセサリ（Accessory）]：アクセサリ情報をログ
に記録します

• [セキュリティ（Security）]：セキュリティ情報をロ
グに記録します

• [Wi-Fi]：Wi-Fi情報をログに記録します

• [VPN]：バーチャルプライベートネットワーク情
報をログに記録します

• [Energywise]：省エネルギー情報をログに記録しま
す

• [MobileRemoteAC]：Expresswayによるモバイルお
よび Remote Accessの情報をログに記録します

プリセットデフォルト

プリセット

テレフォニー

SIP

UI

ネットワーク

Media

アップグレード

アクセサリ

セキュリティ

Wi-Fi

[VPN]

EnergyWise

[MobileRemoteAc]

ログプロファイル
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機が G.722および iSACコーデックを Cisco Unified
CommunicationsManagerにアドバタイズするかどうかを
指定します。

• [システムデフォルトの使用（UseSystemDefault）]：
エンタープライズパラメータAdvertiseG.722Codec
で指定された設定に従います。

• [無効（Disabled）]：Cisco Unified Communications
Managerに G.722をアドバタイズしません。

• [有効（Enabled）]：Cisco Unified Communications
Managerに G.722をアドバタイズします。

詳細については、表の後の注記を参照してください。

[システムデフォ
ルトの使用（Use
System Default）]

[システムデフォルト
の使用（Use System
Default）]

無効

[有効（Enabled）]

G.722およびiSAC
コーデックをアドバ

タイズする

バックアップUnifiedCM/SRSTへのデバイスのフェール
オーバーが発生する前の最初のステップである、Cisco
Unified CommunicationsManager（Unified CM）への接続
失敗を検出するための電話機の感度を決定します。

• [標準（Normal）]：標準のシステムレートで発生す
る Unified CM接続エラーの検出。 Unified CM接続
エラーの高速認識のためには、この値を選択しま

す。

• [遅延（Delayed）]：Unified CM接続フェールオー
バーの検出は、標準の約4分の1の速度で発生しま
す。接続を再確立できるようにするためにフェー

ルオーバーを少し遅らせる場合、この値を選択しま

す。

[Normal]と [Delayed]の接続エラー検出の正確な時間の
差は、常に変化する多数の変数に応じて異なります。

このフィールドは、有線のイーサネット接続にのみ適用

されます。

標準標準

[遅延（Delayed）]

UnifiedCM接続障害
の検出
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機では Link Level Endpoint Discovery Protocol
（LLDP）およびCiscoDiscovery Protocol（CDP）を使用
して電力をネゴシエートできます。

電話機が電力ネゴシエーションをサポートしているス

イッチに接続されている場合は、電力ネゴシエーション

を無効にしないでください。無効にした場合、スイッ

チによって電話機に対する電力がオフになる可能性があ

ります。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

電力ネゴシエーショ

ン（Power
Negotiation）

リリースキーが押された場合に、ユーザがダイヤルトー

ンを聞くようにするかどうかを制御します。

• [無効（Disabled）]：ユーザがダイヤルトーンを聞
かないようにします。

• [有効（Enabled）]：ユーザがダイヤルトーンを聞
くようにします。

無効無効

[有効（Enabled）]

リリースボタンから

ダイヤルトーンを提

供（Provide Dial
Tone from Release
Button）

デフォルトの壁紙ファイルを指定します。デフォルト

の壁紙が設定されている場合、ユーザは電話機の壁紙を

変更できません。

64文字以下の文字
列。

背景画像

オフフックダイヤルのユーザインターフェイスを制御

します。有効にすると、ユーザは、最近の通話リスト

から番号を選択することができません。

有効にした場合、このフィールドにより、ユーザがコー

ルを発信するための簡素化されたウィンドウが提供され

ます。電話機がオフフックの場合に表示される通話履

歴ポップアップウィンドウは、ユーザに対して表示さ

れません。ポップアップウィンドウの表示は便利なの

で、[簡易化された新しいコールUI（SimplifiedNewCall
UI）]はデフォルトで無効になっています。

無効無効

[有効（Enabled）]

簡易発信UI
（Simplified New
Call UI）

コールに対してプライマリ回線、すべてのコール、また

はアラートコール以外のフィルタが適用されていると、

コール終了後に電話が [すべてのコール（All Calls）]に
戻るかどうかを指定します。

無効無効

[有効（Enabled）]

すべてのコールに戻

る（Revert to All
Calls）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

通話履歴リストの表示を制御します。

• [無効（Disabled）]：通話履歴リストには、すべて
の回線の通話履歴が表示されます。

• [有効（Enabled）]：通話履歴リストには、選択した
回線の通話履歴が表示されます。

無効無効

[有効（Enabled）]

選択した回線のみの

コール履歴の表示

（Show Call History
for Selected Line
Only）

電話画面に表示される着信コールアラートのタイプを

制御します。このフィールドの目的は、エンドユーザ

がコールに応答するために必要なボタンを押す回数を減

らすことです。

• [無効（Disabled）]：実行可能な着信呼警告が無効
になり、ユーザには従来の着信コールポップアッ

プアラートが表示されます。

• [すべての着信コールについて表示（Show for all
Incoming Call）]：可視性に関係なくすべてのコー
ルの実行可能な着信呼警告が表示されます。

• [非表示の着信コールについて表示（Show for
Invisible Incoming Call）]：電話機に表示されない
コールの実行可能な着信呼警告が表示されます。

このパラメータは、着信アラートのポップアップ通

知と同様に動作します。

すべての着信コー

ルの表示

無効

すべての着信コール

の表示

[非表示着信コールで
表示（Show for
Invisible Incoming
Call）]

Actionable Incoming
Call Alert

ネットワークパケットの送信方法を制御します。パケッ

トをさまざまなサイズのチャンク（フラグメント）で送

信できます。

DFビットがパケットヘッダーで 1に設定されると、
ネットワークペイロードは、スイッチやルータなどの

ネットワークを通過するときにフラグメント化しませ

ん。フラグメント化させないことで受信側の解析の誤

りを回避できますが、わずかにスピードが低下します。

DFビット設定は、ICMP、VPN、VXC VPN、DHCPト
ラフィックには適用されません。

00

1
DFビット（DF
Bit）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

デフォルトフィルタにある電話のリストが表示されま

す。

デフォルトの回線フィルタが設定されている場合、電話

の [設定]> [初期設定]メニューにある [コール通知]で、
[日次スケジュール]という名前のフィルタがユーザに
対して表示されます。 [毎日のスケジュール（Daily
schedule）]フィルタは、[すべての通話（All Calls）]
フィルタの追加です。

デフォルト回線フィルタが設定されていない場合、電話

機はプロビジョニングされたすべての回線を検査しま

す。設定されている場合、[デフォルト（Default）]フィ
ルタがアクティブフィルタとして選択されているか、

カスタムフィルタがないのであれば、Cisco Unified
Communications Managerで設定された回線を検査しま
す。

カスタム回線フィルタを使用すると、高優先順位回線で

のフィルタリングが有効になり、アラートアクティビ

ティを減らすことができます。アラートフィルタの対

象となる回線のサブセットに対し、呼び出しコール通知

の優先順位を設定できます。カスタムフィルタは、選

択した回線の着信コールに対して、従来のポップアップ

アラートまたは実行可能なアラートを生成します。フィ

ルタごとに、適用される回線のサブセットだけがアラー

トを生成します。この機能では、複数の回線を使用す

るユーザが優先度の高い回線からのアラートのみにフィ

ルタリングして表示することにより、アラートアクティ

ビティを削減できます。エンドユーザはこれを自分で

設定できます。また、デフォルト回線フィルタをプロ

グラムし、電話機にフィルタをプッシュすることもでき

ます。

電話デバイス名をカ

ンマで区切ったリス

ト

デフォルトの回線

フィルタ（Default
Line Filter）

共有電話を使用している場合のアラート状態を指定しま

す。

• [無効（Disabled）]：共有回線で着信コール警告が
発生すると、リモート使用中の代わりに、LED/回
線状態アイコンに警告状態が反映されます。

• [有効（Enabled）]：共有回線で着信コール警告が発
生すると、ユーザに対して、リモート使用中のアイ

コンが表示されます。

無効無効

[有効（Enabled）]

最低警告回線状態優

先順位（Lowest
Alerting Line State
Priority）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

キー拡張モジュールでの表示を制御します。

• [無効（Disabled）]：拡張モジュールで 2列モード
を使用します。

• [有効（Enabled）]：拡張モジュールで1列モードを
使用します。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

無効無効

[有効（Enabled）]

KEMを 1列表示
（One Column
Display for KEM）

PCポート上の EEEを制御します。無効無効

[有効（Enabled）]

Energy Efficient
Ethernet（EEE）：
PCポート（Energy
Efficient Ethernet
(EEE): PC Port）

スイッチポート上の EEEを制御します。無効無効

[有効（Enabled）]

Energy Efficient
Ethernet（EEE）：
SWポート（Energy
Efficient Ethernet
(EEE): SW Port）

ビデオコールのポート範囲の開始を定義します。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[開始ビデオポート
（Start Video Port）]

ビデオコールのポート範囲の終了を定義します。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

[終了ビデオポート
（Stop Video Port）]
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機にユーザのサインインクレデンシャルを保存す

るかどうかを制御します。無効にすると、ユーザに対

して、モバイルおよび Remote Access（MRA）の
Expresswayサーバにサインインするためのプロンプト
が常に表示されます。

ユーザが簡単にログインできることが望ましい場合は、

このフィールドを有効にすることによって、Expressway
のログインクレデンシャルを永続的なものとすること

ができます。ユーザは初回のみログインクレデンシャ

ルを入力する必要があります。それ以降は、構外で電

話機の電源を入れたときにはいつでもログイン情報がサ

インイン画面に事前入力されます。

詳細については、Expressway経由でのモバイルおよび
Remote Access（69ページ）を参照してください。

無効無効

[有効（Enabled）]

Expresswayサインイ
ンに対するユーザ

クレデンシャルの永

続性（User
Credentials Persistent
for Expressway Sign
In）

問題レポートツール（PRT）の URLを入力します。

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessを使
用してデバイスを導入している場合、Expresswayサー
バの HTTPサーバ許可リストへの PRTサーバアドレス
の追加も必要となります。

詳細については、Expressway経由でのモバイルおよび
Remote Access（69ページ）を参照してください。

256文字以下の文字
列。

カスタマーサポー

トのアップロード

URL（Customer
support upload
URL）

Webブラウザによる電話Webページへの管理者アクセ
ス権を有効または無効にします。

詳細については、電話機の管理ページの設定を参照して

ください。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

無効無効

[有効（Enabled）]

Web管理（Web
Admin）

管理者として電話機Webページにアクセスする際の管
理者パスワードを定義します。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

8～ 127文字の文字
列

Adminパスワード
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

この電話機でWLAN認証の証明書を取得するために使
用する SCEPサーバを指定します。サーバのホスト名
または IPアドレスを入力します（標準の IPアドレス形
式を使用します）。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

256文字以下の文字
列。

WLANSCEPサーバ
（WLAN SCEP
Server）

WLAN認証の証明書発行時に、SCEPプロセスで検証用
に使用するルート CAの SHA256または SHA1フィン
ガープリントを指定します。SHA256フィンガープリン
トの使用をお勧めします。それは、OpenSSL（openssl
x509 -in rootca.cer -noout -sha256 -fingerprintなど）によ
り、またはWebブラウザを使用して証明書の詳細を調
べることにより、取得できます。

SHA256フィンガープリントの場合は 64桁の 16進数文
字値、SHA1フィンガープリントの場合は 40桁の 16進
数文字値を、一般的な区切り記号（コロン、ハイフン、

ピリオド、スペース）を使用して、または区切り記号な

しで入力します。区切り記号を使用する場合、その区

切り記号は、SHA256フィンガープリントの場合は 16
進数文字 2、4、8、16、または 32文字ごとに、また
SHA1フィンガープリントの場合は 16進数文字 2、4、
または8文字ごとに一貫して挿入する必要があります。

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

95文字以下の文字
列。

WLANルート CA
フィンガープリント

（WLAN Root CA
Fingerprint）
（SHA256または
SHA1）

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

WLAN認証試行
（WLAN
Authentication
Attempts）

この機能をサポートしていない電話機の場合、この

フィールドは表示されません。

無効無効

[有効（Enabled）]

WLANプロファイル
1プロンプトモード
（WLAN Profile 1
Prompt Mode）
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

電話機での回線表示を設定します。

• [セッション回線モード（Session Line Mode）]：画
面の片側のボタンが回線キーです。

• [拡張回線モード（Enhanced Line Mode）]：電話画
面の両側のボタンが回線キーです。デフォルトで、

プレディクティブダイヤリングおよび適用可能な

着信コールは、拡張回線モードで有効になります。

[セッション回線
モード（Session
Line Mode）]

[セッション回線モー
ド（Session Line
Mode）]

[拡張回線モード
（Enhanced Line
Mode）]

回線モード（Line
Mode）

呼出音、およびユーザが呼出音を設定する機能を制御し

ます。

• [無効（Disabled）]に設定した場合、ユーザは、電
話機のデフォルトの呼出音を設定できます。

•他のすべての値の場合、ユーザは呼出音を変更でき
ません。 [設定（Settings）]メニューの [呼出音
（Ringtone）]メニュー項目は、灰色表示になりま
す。

無効無効

[Sunrise]

[Chirp1]

[Chirp2]

Admin Configurable
Ringer

Cisco TAC専用です。Empty64文字以下の文字
列。

カスタマーサポート

使用（Customer
Support Use）

選択した TLS暗号を無効にします。

複数の暗号スイートを無効にするには、コンピュータの

キーボードでCtrlキーを押したままにします。

すべての電話暗号を選択した場合、電話 TLSサービス
が影響を受けます。

Noneトランスポート層セ

キュリティ暗号を無

効にする（54ペー
ジ）を参照してくだ

さい。

TLS暗号を無効にす
る
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

Lower Your Voiceアラートを管理します。

• [Disabled]：

•この電話機には、[設定 (Settings)]メニューの
[声を小さく（Lower Your Voice）]メニュー項
目が表示されません。

•ユーザは大きな声で話すと、メッセージが出て
も画面に表示されません。

• Enabled:

•ユーザは、[設定 (Settings)]メニューの[声を小
さく（Lower Your Voice）]から機能を管理し
ます。デフォルトでは、このフィールドは [オ
ン（On）]に設定されています。

[有効（Enabled）][有効（Enabled）]

無効

Lower Your Voiceア
ラート

コールをスパム機能として[マーク（Mark）]を管理しま
す。

• [Disabled]：

•この電話機は、[スパムのマーク（Markspam）
を表示しません。

• [設定 (Settings)]メニューの [スパムリスト
（Spam list）]項目は表示されません。

•スパムリストが存在する場合、そのリストは消
去され、復元することはできません。

• Enabled:

•この電話機は、[スパムのマーク（Markspam）
のソフトキーを表示します。

• [設定 (Settings)]メニューの [スパムリスト
（Spam list）]項目を表示します。

[有効（Enabled）][有効（Enabled）]

無効

コールをスパムとし

てマーク

パークされたコールが1回線を占有するかどうかを制御
します。

詳細については、Cisco Unified Communications Manager
のマニュアルを参照してください。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

コールパーク専用

の 1回線
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説明と使用上のガイドラインデフォルトフィールドタイプ

または選択肢

フィールド名

拡張回線モードが設定されている場合の通話中の回線ラ

ベル表示を制御します。

• [有効（Enabled）]

•発信者名が設定されている場合、コールセッ
ションの 1行目に名前が表示され、2行目に
ローカル回線ラベルが表示されます。

•発信者名が設定されていない場合、1行目にリ
モート番号が表示され、2行目にローカル回線
ラベルが表示されます。

•無効

•発信者名が設定されている場合、コールセッ
ションの 1行目に名前が表示され、2行目に番
号が表示されます。

•発信者名が設定されていない場合、リモート番
号のみ表示されます。

このフィールドは必須です。

[有効（Enabled）]無効

[有効（Enabled）]

ELMでの回線のテ
キストラベルの表示

コーデックのネゴシエーションでは、次の 2つの手順が実行されます。

1. 電話機が、サポートされるコーデックを Cisco Unified Communications Managerにアドバタ
イズするかどうかを指定します。すべてのエンドポイントがコーデックの同じ集合をサ

ポートしているわけではありません。

2. CiscoUnifiedCommunicationsManagerが、コール試行に関連するすべての電話機からサポー
トされるコーデックのリストを取得すると、リージョンペア設定などのさまざまな要因に

基づいて一般にサポートされるコーデックが選択されます。

（注）

機能設定のベストプラクティス

電話の機能は、ユーザのニーズに合わせて設定できます。しかし実際に役立つ特定の状況や導

入に関するいくつかの推奨事項があります。

通話量が多い環境

通話量が多い環境では、一部の機能を特定の方法で設定することをお勧めします。
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推奨される設定管理エリアフィールド

offまたは on

詳細については、フィール

ド：[常にプライム回線を使用
する（AlwaysUse PrimeLine）]
（54ページ）を参照してくだ
さい。

デバイス情報[常にプライム回線を使用する
(Always Use Prime Line)]

すべての着信コールの表示プロダクト固有の設定Actionable Incoming Call Alert

[有効（Enabled）]プロダクト固有の設定プライマリ回線にすべての通

話の表示

[有効（Enabled）]プロダクト固有の設定すべてのコールに戻る（Revert
to All Calls）

多回線環境

多回線環境では、一部の機能を特定の方法で設定することをお勧めします。

推奨される設定管理エリアフィールド

オフ

詳細については、フィール

ド：[常にプライム回線を使用
する（AlwaysUse PrimeLine）]
（54ページ）を参照してくだ
さい。

デバイス情報[常にプライム回線を使用する
(Always Use Prime Line)]

すべての着信コールの表示プロダクト固有の設定Actionable Incoming Call Alert

[有効（Enabled）]プロダクト固有の設定プライマリ回線にすべての通

話の表示

[有効（Enabled）]プロダクト固有の設定すべてのコールに戻る（Revert
to All Calls）

セッション回線モードの環境

拡張回線モードは、ほとんどのコール環境の処理に適したツールです。しかし、拡張回線モー

ドがニーズに適合しない場合は、セッション回線モードを使用してください。
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セッション回線モードの推奨

設定

管理エリアフィールド

無効プロダクト固有の設定プライマリ回線にすべての通

話の表示

無効プロダクト固有の設定すべてのコールに戻る（Revert
to All Calls）

デフォルトで有効（ファーム

ウェアリリース 11.5(1)以
降）。

プロダクト固有の設定Actionable Incoming Call Alert

関連トピック

追加回線キーのセットアップ（96ページ）
拡張回線モードで使用可能な機能（97ページ）

フィールド：[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]

このフィールドは、ユーザがオフフックにしたときに IP電話のプライマリ回線が選択される
かどうかを指定します。このパラメータが Trueに設定されている場合、電話がオフフックに
なるとプライマリ回線が選択され、アクティブ回線になります。ユーザのセカンダリ回線で電

話が鳴っている場合でも、電話がオフフックになると、プライマリ回線のみをアクティブにし

ます。セカンダリ回線の着信コールには応答しません。この場合、ユーザはセカンダリ回線

を選択してコールに応答する必要があります。このデフォルト値は Falseに設定されていま
す。

[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]フィールドの目的は、[プライマリ回
線にすべてのコールを表示（Show All Calls on the Primary Line）]と [すべてのコールに戻る
（Revert toAll Calls）]を組み合わせて使用し、両方の機能を有効化している場合と非常によく
似ています。ただし、主な違いは、[常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]
が有効になっている場合は、セカンダリ回線では着信コールへの応答が行われないということ

です。ダイヤルトーンはプライム回線でしか聞こえません。このユーザエクスペリエンスが

求められるのは、通話量が多い特定の環境です。一般的には、この機能を必要とする通話量が

多い環境以外では、このフィールドを無効のままにしておくことを推奨します。

トランスポート層セキュリティ暗号を無効にする

[TLS暗号の無効化]パラメータを使用して、トランスポート層セキュリティ（TLS）暗号を無
効にできます。これにより、既知の脆弱性に合わせてセキュリティを調整したり、ネットワー

クを暗号化に関する会社のポリシーに合わせることができます。

すべてデフォルト設定ではありません。

複数の暗号スイートを無効にするには、コンピュータのキーボードでCtrlキーを押したままに
します。すべての電話暗号を選択した場合、電話TLSサービスが影響を受けます。選択肢は、
次のとおりです。
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•なし

• TLS_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA

• TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA

• TLS_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384

• TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384

電話セキュリティの詳細については、Cisco IP電話 7800および 8800シリーズセキュリティの

概要ホワイトペーパー（https://www.cisco.com/c/en/us/products/collaboration-endpoints/
unified-ip-phone-8800-series/white-paper-listing.html）を参照してください。

共有回線のコール履歴の有効化

通話履歴に共有回線のアクティビティを表示できるようにします。この機能の目的は次のとお

りです。

•共有電話の不在着信をログに記録する。

•共有電話のすべての応答済み着信と発信履歴をログに記録する。

始める前に

共有回線の通話履歴を有効にする前にプライバシーを無効にします。これを実行しないと、通

話履歴に他のユーザが応答した通話が表示されません。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話を特定します。

ステップ 3 製品固有の設定領域、共有回線ドロップダウンの [レコードコールログ (Record Call Log)]に移
動します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [有効（Enabled）]を選択します。

ステップ 5 保存を選択します。
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Cisco IP電話での省電力のスケジュール
電力を節約し、電話スクリーンディスプレイの寿命を確実に延ばすには、不要なときに表示を

オフにするように設定します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用すると、ディスプレイを特定の曜日
の指定時刻にオフにし、他の曜日では終日オフにするように設定できます。たとえば、ディス

プレイを平日の勤務時間後にオフにし、土曜日と日曜日では終日オフにするように選択できま

す。

ディスプレイがオフのときはいつでも、次の操作でディスプレイをオンにできます。

•電話機の任意のボタンを押す。

ディスプレイがオンになり、そのボタンで指定されているアクションが実行されます。

•ハンドセットを持ち上げる。

ディスプレイは、オンにするとそのままオン状態になりますが、指定された期間にわたって電

話機がアイドル状態にあると、自動的にオフになります。

詳細については、プロダクト固有の設定（27ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話機を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]領域に移動して、次のフィー
ルドを設定します。

•ディスプレイ非点灯日（Days Display Not Active）

•ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）

•ディスプレイ点灯継続時間（Display On Duration）

•ディスプレイ放置時自動消灯（Display Idle Timeout）

表 3 : PowerSaveの設定フィールド

説明フィールド

[ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）]フィールドで指定された時刻になっても、
ディスプレイを自動的にオンにしない日。

ドロップダウンリストから単一または複数の曜日を選択します。複数の曜日を選択す

るには、Ctrlキーを押しながら目的の各曜日をクリックします。

ディスプレイ非点灯日（Days
Display Not Active）
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説明フィールド

毎日ディスプレイを自動的にオンにする時刻（[ディスプレイ非点灯日（DaysDisplayNot
Active）]フィールドで指定されている日を除く）。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7:00（0700）にディスプレイを自動的にオンにするには、07:00と入力
します。午後 2時にディスプレイをオンにするには（1400）にバックライトをオンに
するには、14:00と入力します。

このフィールドがブランクの場合、ディスプレイは午前 0時に自動的にオンになりま
す。

ディスプレイ点灯時刻

（Display On Time）

[ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）]フィールドで指定した時刻にディスプレイ
がオンになった後、オン状態を保つ時間の長さ。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、ディスプレイを自動的にオンにしてから 4時間 30分にわたってオン状態を
保つには、4:30と入力します。

このフィールドがブランクの場合、電話機は午前 0時（0:00）にオフになります。

[ディスプレイ点灯時刻（Display On Time）]が 0:00で、[ディスプレイ点灯
継続時間（Display On Duration）]がブランク（または 24:00）の場合、電話
機は常にオン状態になります。

（注）

ディスプレイ点灯継続時間

（Display On Duration）

ディスプレイをオフにするまでの電話機のアイドル時間。ディスプレイがスケジュール

どおりにオフで、ユーザが（電話機ボタンを押す、またはハンドセットを持ち上げる操

作で）オンにした場合にのみ適用されます。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、ユーザがディスプレイをオンにしてから 1時間 30分にわたって電話機がア
イドル状態にあった場合にディスプレイをオフにするには、1:30と入力します。

デフォルト値は 1:00です。

ディスプレイ放置時自動消灯

（Display Idle Timeout）

ステップ 4 保存を選択します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 6 電話機を再起動します。

Cisco IP電話での EnergyWiseのスケジュール
消費電力を減らすには、ご使用のシステムにEnergyWiseコントローラが含まれている場合に、
電話機をスリープ（電源オフ）とウェイク（電源オン）に設定します。
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Cisco Unified Communications Managerの管理で、EnergyWiseを有効にして、スリープ時間と
ウェイク時間の設定を行います。これらのパラメータは、電話機の表示設定パラメータと緊密

に結びついています。

EnergyWiseが有効になっていて、スリープ時間が設定されていると、電話機を設定時刻に復帰
させるように、電話機からスイッチに要求が送信されます。この要求の受諾または拒否が、ス

イッチから戻ります。スイッチが要求を拒否した場合、またはスイッチが応答しない場合は、

電話機はオフになりません。スイッチが要求を受諾すると、アイドル状態の電話機がスリープ

状態となり、消費電力をあらかじめ決められたレベルに減らすことができます。アイドル状態

になっていない電話機にはアイドルタイマーが設定され、タイマーの期限が切れると、電話機

がスリープ状態になります。

電話機をウェイクさせるには、選択ボタンを押します。スケジュールされているウェイク時間

になると、システムは電話機の電力を元に戻して電話機を復帰させます。

詳細については、プロダクト固有の設定（27ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話機を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]領域に移動して、次のフィー
ルドを設定します。

• Enable Power Save Plus

•電話機をオンにする時刻（Phone On Time）

•電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）

• Phone Off Idle Timeout

• Enable Audible Alert

• EnergyWise Domain

• EnergyWiseシークレット

• Allow EnergyWise Overrides
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表 4 : EnergyWise Configuration Fields

説明フィールド

電話機の電源をオフにする日のスケジュールを選択します。スケジュールを設定する

日をクリックしたら、Controlキーを押したままにして、複数日を選択します。

デフォルトでは、どの日も選択されていません。

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]がオンになっていると、緊急
（e911）の問題について警告するメッセージを受け取ります。

Power Save Plusモード（「モード」）が有効である間は、モードに設定さ
れたエンドポイントは、緊急コールでは無効で、インバウンドコールの受

信ができません。このモードを選択することにより、次の条項に同意した

ものと見なされます。（i）モードが有効である間、緊急コールとコールの
受信用の代替方法を責任を持って用意する必要があります。（ii）シスコ
はこのモードの選択に関して何の責任を負いません。このモードを有効に

することは、お客様の責任で行っていただきます。（iii）コール、発信、
およびその他について、このモードを有効にした場合の影響をユーザにす

べて通知する必要があります。

注意

Power Save Plusを無効にするには、[EnergyWiseオーバーライドを許可
（AllowEnergyWiseOverrides）]チェックボックスをオフにする必要があり
ます。 [Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、
日数を選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可（AllowEnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

Enable Power Save Plus

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドにある日について、電
話機の電源を自動的にオンにする時刻を決定します。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7時（0700）に自動的に電話機の電源をオンにする場合は、 7:00と入
力します。午後2時（1400）に電話機の電源をオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話機をオフにする時
刻（PhoneOffTime）]より20分以上遅い時刻に設定する必要があります。
たとえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 7:00の場合、
[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は 7:20より前に設定しない
でください。

（注）

電話機をオンにする時刻

（Phone On Time）
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説明フィールド

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで選択した日につい
て、電話機の電源をオフにする時刻。 [電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]
フィールドと [電話機をオフにする時刻（PhoneOff Time）]フィールドに同じ値が含ま
れている場合、電話機はオフになりません。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7時（0700）に自動的に電話機の電源をオフにする場合は、 7:00と入
力します。午後 2時（1400）に電話機の電源をオフにするには、（1400）にバックラ
イトをオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話機をオフにする時
刻（PhoneOffTime）]より20分以上遅い時刻に設定する必要があります。
たとえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 7:00の場合、
[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は 7:20より前に設定しない
でください。

（注）

電話機をオフにする時刻

（Phone Off Time）

電話機の電源をオフにする前に、電話機をアイドル状態にしておく必要がある時間の

長さ。

タイムアウトは次の条件で発生します。

•電話機がスケジュールどおりに Power Save Plusモードになっていたが、電話機の
ユーザが [選択（Select）]キーを押したために、Power Save Plusモードが解除され
た場合。

•接続スイッチで電話機が再びオンになった場合。

• [電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]になったが、通話中の場合。

このフィールドの範囲は 20～ 1440分です。

デフォルト値は 60分です。

Phone Off Idle Timeout
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説明フィールド

これを有効にすると、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]で指定した時刻の
10分前に電話機で音声アラートの再生が開始されます。

音声アラートは、電話機の呼出音を使用します。この音は、10分間のアラート期間中
の特定期間、短く再生されます。呼出音は、ユーザが指定した音声レベルで再生され

ます。音声アラートのスケジュールは次のとおりです。

•電源オフの 10分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 7分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 4分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの30秒前に、呼出音は、15回再生されるか、電話機の電源がオフになる
まで再生されます。

このチェックボックスが表示されるのは、[Power SavePlusの有効化（Enable Power Save
Plus）]リストボックスで 1日以上が選択されている場合だけです。

Enable Audible Alert

その電話機が含まれる EnergyWiseドメイン。

このフィールドの最大長は 127文字です。

EnergyWise Domain

EnergyWiseドメイン内でエンドポイントとの通信に使用されるセキュリティの秘密パ
スワード。

このフィールドの最大長は 127文字です。

EnergyWiseシークレット
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説明フィールド

このチェックボックスにより、電話機に電源レベルの更新を送信するためのEnergyWise
ドメインコントローラのポリシーを許可するかどうかを決定します。次の条件が適用

されます。

• [Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで 1日以上を選択
する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの設定は、EnergyWiseがオー
バーライドを送信しても、スケジュールに適用されます。

たとえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 22:00（午後 10時）に設定
されていると仮定すると、[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]フィールドの
値は 06:00（午前 6時）となり、[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
では 1日以上が選択されています。

• EnergyWiseが 20:00（午後 8時）に電話機をオフにするように指示すると、この指
示は、午前 6時に設定された [電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]まで有
効となります（電話機ユーザによる介入が発生しないと仮定した場合）。

•午前 6時になると、電話機はオンとなり、Unified Communications Managerの管理
ページの設定から電力レベルの変更の受信を再開します。

•電力レベルを電話機で再び変更するには、EnergyWiseは電力レベル変更コマンド
を新たに再発行する必要があります。

Power Save Plusを無効にするには、[EnergyWiseオーバーライドを許可
（AllowEnergyWiseOverrides）]チェックボックスをオフにする必要があり
ます。 [Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、
日数を選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可（AllowEnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

Allow EnergyWise Overrides

ステップ 4 保存を選択します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 6 電話機を再起動します。

サイレントの設定

サイレント（DND）をオンにすると、コールが呼び出し状態になっても呼出音が鳴らなくなり
ます。またあらゆる種類の表示や音による通知も、一切行われません。

サイレント（DND）を有効にすると、電話画面のヘッダーセクションの色が変更され、電話
機に「サイレント（Do Not Disturb）」と表示されます。
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電話ボタンテンプレートの機能の 1つとして DNDを選択して、電話機を設定できます。

詳細については、ご使用の Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの取り
込み中情報を参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話を特定します。

ステップ 3 次のパラメータを設定します。

• [サイレント（Do Not Disturb）]：このチェックボックスを使用すると、電話機の DNDを
有効にすることができます。

• DNDオプション：[呼出音オフ（Ring Off）]、[コール拒否（Call Reject）]、または [共通
の電話プロファイル設定を使用（Use Common Phone Profile Setting）]。

DNDがオンのときにプライオリティ（MLPP）コールでこの電話の呼出音が鳴るようにす
る場合は、[コール拒否（Call Reject）]を選択しないでください。

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]：電話機でDNDがアクティブのときに着信
コールに対して発生させるアラート（存在する場合）のタイプを選択します。

このパラメータは、[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィ
ンドウと [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウにあります。 [電話の
設定（Phone Configuration）]ウィンドウの値が優先されます。

（注）

ステップ 4 保存を選択します。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

エージェントグリーティングの有効化

エージェントグリーティング機能では、エージェントが事前録音したグリーティングを作成し

たり更新したりできます。このグリーティングは、エージェントが発信者と話しはじめる前

に、顧客コールなどのコールの開始時に再生されます。エージェントは、必要に応じて1つま
たは複数のグリーティングを事前録音し、グリーティングを作成および更新できます。

顧客が電話をかけてきた場合、エージェントと発信者が事前録音したグリーティングを聴くこ

とになります。エージェントは、グリーティングが終わるまで待つこともできますし、グリー

ティングの途中で応答することもできます。

エージェントグリーティングコールでは、電話機でサポートされるすべてのコーデックがサ

ポートされます。
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詳細については、ご使用の Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの割り
込みおよびプライバシー情報を参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページから [デバイス（Device）]> [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 ユーザが設定する IPフォンを特定します。

ステップ 3 [デバイス情報レイアウト（Device InformationLayout）]ペインまでスクロールし、[ビルトイン
ブリッジ（Built In Bridge）]を [オン（On）]または [デフォルト（Default）]に設定します。

ステップ 4 保存を選択します。

ステップ 5 ブリッジの設定を確認します。

a) [System（システム）] > [Service Parameters（サービスパラメータ）]を選択します。

b) 適切なサーバおよびサービスを選択します。
c) [クラスタワイドパラメータ（デバイス -電話）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]
ペインまでスクロールして、[ビルトインブリッジの有効（Builtin Bridge Enable）]を [オ
ン（On）]に設定します。

d) 保存を選択します。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

モニタリングと録音のセットアップ

モニタリングと録音の機能によって、スーパーバイザはアクティブコールのモニタリングをサ

イレントに実行できます。スーパーバイザの音声はコールのどちらの側にも聞こえません。

ユーザには、コールがモニタされている間、モニタ中であることを示す音声アラートが聞こえ

る場合があります。

コールがセキュリティで保護されている場合は、ロックアイコンが表示されます。発信者に

も、コールがモニタされていることを示す音声アラートが聞こえる場合があります。コールが

セキュアであり、モニタされていることを示す音声アラートは、接続先の通話者にも聞こえる

ことがあります。

アクティブコールがモニタまたは録音されている場合、ユーザは、インターコムコールを受信

または発信できます。ただし、ユーザがインターコムコールを発信した場合、アクティブコー

ルは保留されます。この処理によって録音セッションは終了し、モニタリングセッションは

中断されます。中断されたモニタリングセッションを再開するには、モニタされているユー

ザがコールを再開する必要があります。

詳細については、ご使用の Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルのモニ
タリングおよび録音情報を参照してください。

以下の手順によって、標準モニタユーザグループにユーザが追加されます。
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始める前に

Cisco Unified Communications Managerは、モニタリングと録音をサポートするように設定する
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリ
ケーションユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 Standard CTI Allow Call Monitoringおよび Standard CTI Allow Call Recordingユーザグループを
確認します。

ステップ 3 [選択項目の追加(Add Selected)]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザグループに追加（Add to User Group）]をクリックします。

ステップ 5 アプリケーションユーザの制御デバイスのリストにユーザの電話機を追加します。

ステップ 6 保存を選択します。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

コールの転送通知のセットアップ

コール転送設定を制御できます。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 セットアップする電話を特定します。

ステップ 3 [コールの転送通知（Call Forward Notification）]フィールドを設定します。

説明フィールド

このチェックボックスをオンにした場合、発信者名が通知ウィンド

ウに表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

Caller Name

このチェックボックスをオンにした場合、発信者番号が通知ウィン

ドウに表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

Caller Number
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにした場合、コールを最後に転送した

発信者に関する情報が通知ウィンドウに表示されます。

例：発信者 Aが Bにコールを発信したが、Bはすべてのコールを
Cに転送し、CはすべてのコールをDに転送した場合、Dに対して
表示される通知ボックスには、発信者 Cの電話機情報が表示され
ます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

Redirected Number

このチェックボックスをオンにした場合、コールの最初の受信者に

関する情報が通知ウィンドウに表示されます。

例：発信者 Aが Bにコールを発信したが、Bはすべてのコールを
Cに転送し、CはすべてのコールをDに転送した場合、Dに対して
表示される通知ボックスには、発信者 Bの電話機情報が表示され
ます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

Dialed Number

ステップ 4 保存を選択します。

コールリストの BLFの有効化
[コールリストのBLF（BLF for Call Lists）]フィールドでも、社内ディレクトリの回線ステータ
ス機能を制御します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム（System）] > [エンタープラ
イズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [コールリストのBLF（BLF for Call Lists）]フィールドで、この機能を有効または無効にしま
す。

デフォルトでは、この機能はディセーブルです。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さ
まざまなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ
電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。こ
れらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1. [デバイス設定(Device Configuration)]ウィンドウの設定値

2. [共通の電話プロファイル(Common Phone Profile)]ウィンドウの設定値
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3. [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

ステップ 3 保存を選択します。

スイッチおよび PCポート用の Energy Efficient Ethernetのセットアップ
IEEE 802.3標準の拡張である IEEE 802.3az Energy Efficient Ethernet（EEE）は、ネットワーク
インターフェイスの重要な機能を損なうことなくエネルギー使用量を減らす方法を提供しま

す。設定可能な EEEを使用すると、管理者は PCポートとスイッチポートでの EEE機能を制
御することができます。

管理者は、すべての適用可能な UCMページで [オーバーライド（Override）]チェックボック
スがオンになっていることを確認する必要があります。オンになっていないと、EEEは機能し
ません。

（注）

管理者は、次の 2つのパラメータで EEE機能を制御します。

• Energy Efficient Ethernet：パーソナルコンピュータとのシームレスな接続を提供します。
管理者は、[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]のオプションを選択して機能を制
御します。

• Energy Efficient Ethernet:スイッチポート（Energy Efficient Ethernet:Switch Port）：シーム
レスな接続を提供します。

詳細は、プロダクト固有の設定（27ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してくださ
い。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [システム（System）]> [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configurations）]

複数のウィンドウにパラメータを設定した場合、優先順位は次のとおりです。

1. [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

2. [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

3. [システム（System）]> [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configurations）]
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ステップ 2 必要に応じて、電話機を特定します。

ステップ 3 [Energy Efficient Ethernet: PCポート（Energy Efficient Ethernet: PC Port）]および [Energy Efficient
Ethernet:スイッチポート（Energy Efficient Ethernet: Switch Port）]フィールドを設定します。

• Energy Efficient Ethernet: PCポート（Energy Efficient Ethernet: PC Port）

• Energy Efficient Ethernet:スイッチポート（Energy Efficient Ethernet: Switch Port）

ステップ 4 保存を選択します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 6 電話機を再起動します。

RTP/sRTPポート範囲のセットアップ
SIPプロファイルでリアルタイム転送プロトコル（RTP）およびセキュアリアルタイム転送プ
ロトコル（sRTP）のポートの値を設定します。 RTPと sRTPポートの値の範囲は 2048から
65535で、デフォルトの範囲は 16384から 32764です。RTPと sRTPのポート値の範囲は他の
電話サービス用に指定されています。これらのポートは RTPおよび SRTP用に設定できませ
ん。

詳細については、該当する Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルの SIP
プロファイル情報を参照してください。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device Settings）]> [SIPプロファイル（SIP Profile）]
の順に選択します。

ステップ 2 使用する検索条件を選択し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 変更するプロファイルを選択します。

ステップ 4 ポート範囲の開始と終了を含むように [開始メディアポート（Start Media Port）]および [終了
メディアポート（Stop Media Port）]を設定します。

次のリストでは、他の電話サービスに使用されるため、RTPおよびSRTPで利用できないUDP
ポートを判別します。

ポート 4051

ピアファームウェア共有（PFS）機能に使用される

ポート 5060

UDPを介した SIPに使用される

ポート 49152～ 53247

ローカルエフェメラルポートに使用される
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ポート 53248～ 65535

VxCシングルトンネル VPN機能に使用される

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Access
Expressway経由でのモバイルおよび Remote Access(MRA)を使用すると、リモートワーカー
は、仮想プライベートネットワーク（VPN）クライアントトンネルを使用しなくても企業の
ネットワークに簡単かつ安全に接続できます。Expresswayは、Transport Layer Security（TLS）
を使用してネットワークトラフィックを保護します。電話機が Expressway証明書を認証し、
TLSセッションを確立するには、Expressway証明書に、電話機のファームウェアが信頼してい
るパブリック認証局による署名が必要です。Expressway証明書の認証に対して、電話機で他の
CA証明書をインストールしたり信頼したりすることはできません。

電話機ファームウェアに組み込まれているの CA証明書の一覧は、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/unified-ip-phone-8800-series/products-technical-reference-list.html
から入手できます。

Expressway経由でのモバイルおよびRemoteAccess (MRA)は、Cisco Expresswayで動作します。
このため、『Cisco Expressway Administrator Guide』、『Cisco Expressway Basic Configuration
Deployment Guide』などの Cisco Expresswayのマニュアルをよくお読みいただく必要がありま
す。Cisco Expresswayのマニュアルは、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/tsd-products-support-series-home.html
にあります。

ユーザに対しては、IPv4プロトコルのみが Expressway経由でのモバイルおよび Remote Access
サポートされます。

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessの操作方法については、以下の資料も参照
してください。

• Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration, Design Overview

• Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration, CVD

• Unified Communications Mobile and Remote Access via Cisco VCS Deployment Guide

• Cisco TelePresence Video Communication Server (VCS), Configuration Guides

• Cisco Expressway展開ガイドによるモバイルおよび Remote Access

電話の登録プロセス中に、電話機に表示される日時が Network Time Protocol（NTP）サーバと
同期されます。MRAでは、日時の同期に指定される NTPサーバの IPアドレスを特定するた
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めにDHCPオプション 42タグが使用されます。DHCPオプション 42タグが設定情報の中に見
つからない場合、電話機は 0.tandberg.pool.ntp.orgタグを検索して NTPサーバを識別します。

登録後、電話機は SIPメッセージの情報を使って表示日時を同期します（ただし Cisco Unified
Communications Manager電話設定で NTPサーバが設定されている場合を除く）。

いずれかの電話機の電話セキュリティプロファイルでTFTP暗号化設定にチェックマークが付
いている場合、Mobile and Remote Accessでその電話機を使用することはできません。MRAソ
リューションでは、認証局プロキシ機能（CAPF）とデバイスとのインタラクティブなやり取
りをサポートしていません。

（注）

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessは拡張回線モードをサポートします。

SIPOAuthモードは、MRAでサポートされています。このモードでは、セキュアな環境での認
証に OAuthアクセストークンを使用できます。

モバイルおよびリモートアクセス (MRA)モードの SIP OAuthの場合は、電話機を導入する際
に、モバイルおよびリモートアクセスでのアクティベーションコードの導入のみを使用しま

す。ユーザ名とパスワードを使用したアクティベーションはサポートされていません。

（注）

SIP OAuthモードでは、Expressway x14.0(1)以降、または Cisco Unified Communications Manager
14.0 (1)以降が必要です。

SIPOAuthモードの詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications

Manager』、リリース 14.0(1)以降を参照してください。

展開シナリオ

次のセクションで、Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessのさまざまな導入シナ
リオを示します。

オフプレミスユーザが企業ネットワークにログインします。

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessが配置されている場合は、オンプレミスの
ときにエンタープライズネットワークにログインします。ネットワークを検出すると、電話は

Cisco Unified Communications Managerに登録します。

オフプレミスユーザが企業ネットワークにログインします。

オフィスから離れていると、電話機は構外モードであることを検出します。のExpressway経
由でのモバイルおよび Remote Accessサインインウィンドウが表示され、企業ネットワークに
接続します。

次の点に注意してください。
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•ネットワークに接続するには、有効なサービスドメイン、ユーザ名、パスワードが必要で
す。

•企業ネットワークにアクセスする前に、サービスモードをリセットして、代替TFTP設定
をクリアする必要があります。これにより代替TFTPサーバ設定がクリアされるため、電
話機が構外ネットワークを検出し、VPN接続の確立を停止します。電話機を初めて配置
する場合は、この手順を省略してください。

•ネットワークルータで DHCPオプション 150またはオプション 66が有効になっている場
合は、企業ネットワークにサインインできない場合があります。MRAモードにするに
は、サービスモードをリセットする必要があります。

オフプレミスユーザがVPNで企業ネットワークにログインします。

Expressway経由でのモバイルおよびRemote Access導入後、オフプレミスの場合、VPNを使用
して企業ネットワークにログインします。

電話機にエラーが発生した場合は、基本リセットを実行して電話機の設定をリセットします。

代替 TFTP設定を構成する必要があります（[管理者設定] > [ネットワーク設定] > [IPv4]の [代
替 TFTPサーバ 1]フィールド）。

関連トピック

基本的なリセット

メディアルーティングを向上させる Interactive Connectivity Establishment（ICE）

ファイアウォールまたはネットワークアドレス変換（NAT）を通過するMobile and Remote
Access（MRA）コールの信頼性を向上させるために、InteractiveConnectivityEstablishment（ICE）
を配置できます。 ICEは、NATサービスの周囲でシリアルトンネリングおよびトラバーサル
リレーを使用してコールに最適なメディアパスを選択するオプションの展開です。

セカンダリターンサーバおよびターンサーバフェイルオーバーはサポートされていません。

MRAおよび ICEサービスの詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified

Communications Managerリリース 12.0(1)以降』を参照してください。インターネット技術特
別調査委員会（IETF）の Request for Comment文書にも追加情報があります。

•『Traversal Using Relays around NAT (TURN)』：Session Traversal Utilities for NAT（STUN）

のためのリレー拡張(RFC 5766)

•『Interactive Connectivity Establishment (ICE): A Protocol for Network Address Translator (NAT)

Traversal for Offer/Answer Protocols』(RFC 5245)

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessで利用可能な電話機能

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessを使用すれば、シスコのモバイルおよびリ
モートユーザは、VPNを使用せずに安全にコラボレーションサービスにアクセスできます。
ただし、ネットワークセキュリティを維持するために、電話機能の一部が制限されます。
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次に、Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessで利用可能な電話機能のリストを示
します。

表 5 :機能サポートおよび Expressway経由でのモバイルおよび Remote Access

電話ファームウェアのリリース電話機能

10.3(1)以降短縮ダイヤル

11.5(1)SR1以降最初のコールへ応答

10.3(1)以降処理されたダイレクトコールパーク

11.5(1)SR1以降自動応答

11.5(1)SR1以降割り込みと C割り込み

10.3(1)以降話中ランプフィールド（BLF）

10.3(1)以降ビジーランプフィールド（BLF）ピックアッ
プ

10.3(1)以降ビジーランプフィールド（BLF）スピードダ
イヤル

10.3(1)以降コールバック

10.3(1)以降通話転送

10.3(1)以降コールの転送通知

10.3(1)以降コールパーク

10.3(1)以降コールピックアップ

11.5(1)SR1以降Cisco Unified Serviceability

11.5(1)SR1以降クライアントアクセスライセンス（CAL）

10.3(1)以降会議

11.5(1)SR1以降会議リスト/参加者の削除

11.5(1)SR1以降社内ディレクトリ(Corporate Directory)

11.5(1)SR1以降CTIアプリケーション（CTI制御）

10.3(1)以降直接転送

10.3(1)以降ダイレクトコールパーク

11.5(1)SR1以降固有呼び出し音
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電話ファームウェアのリリース電話機能

10.3(1)以降即転送

12.1(1)以降拡張回線モード

10.3(1)以降即転送

11.5(1)SR1以降強制アクセスコードおよびクライアント識別

コード

10.3(1)以降グループコールピックアップ

10.3(1)以降保留または復帰

10.3(1)以降保留復帰

10.3(1)以降即時転送

10.3(1)以降参加（Join）

11.5(1)SR1以降迷惑呼 ID（MCID）

10.3(1)以降Meet-Me会議

10.3(1)以降メッセージ受信インジケータ

10.3(1)以降モバイルコネクト

10.3(1)以降モバイルボイスアクセス

11.5(1)SR1以降Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

11.5(1)SR1以降マルチライン

10.3(1)以降保留音

10.3(1)以降ミュート

11.5(1)SR1以降ネットワークプロファイル（自動）

10.3(1)以降オフフックダイヤル

10.3(1)以降オンフックダイヤル

10.3(1)以降プラスダイヤル

11.5(1)SR1以降[プライバシー（Privacy）]

11.5(1)SR1以降Private Line Automated Ringdown（PLAR）

10.3(1)以降Redial
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電話ファームウェアのリリース電話機能

10.3(1)以降スピードダイヤル（ポーズはサポートしてい

ません）

11.5(1)SR1以降サービス URLボタン

10.3(1)以降転送

10.3(1)以降Uniform Resource Identifier（URI）ダイヤリン
グ

Expresswayサインイン用ユーザクレデンシャルパーシステントの設定

Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessでネットワークにサインインすると、その
ユーザはサービスドメイン、ユーザ名、パスワードの入力を求められます。 Expresswayサイ
ンイン用のユーザクレデンシャルパーシステントのパラメータを有効化すると、ユーザのロ

グインクレデンシャルが保存され、この情報を再入力する必要がなくなります。このパラメー

タはデフォルトでは無効になっています。

単一の電話機、電話機グループ、またはすべての電話機について、クレデンシャルが永続的な

ものとなるように設定できます。

関連トピック

電話機の機能設定（25ページ）
プロダクト固有の設定（27ページ）

MRAサインイン用の QRコードの生成

カメラ付き電話を持つユーザは、サービスドメインとユーザ名を手動で入力する代わりに、

QRコードをスキャンしてMRAにサインインできます。

手順

ステップ 1 QRコードは、QRコードジェネレータを使用して生成します。それには、サービスドメイン
のみか、サービスドメインとユーザ名をカンマで区切って指定します。例：mra.example.com
または mra.example.com,username。

ステップ 2 QRコードを印刷し、ユーザに提供します。

問題レポートツール

ユーザが問題レポートを送信する際は、問題レポートツールを使用します。
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問題レポートツールのログは、Cisco TACで問題をトラブルシューティングするときに必要と
なります。電話機を再起動すると、ログは消去されます。電話機を再起動する前に、ログを

収集してください。

（注）

問題レポートを発行するには、ユーザは問題レポートツールにアクセスし、問題の発生日時、

および問題の説明を提供します。

PRTのアップロードが失敗した場合は、電話機を使用して URL
HTTP://<phone-ip-address>/FS/<prt-file-name>から PRTファイルにアクセスでき
ます。この URLは、次の場合に電話機に表示されます。

•電話機が工場出荷時の状態の場合。 URLの表示時間は 1時間です。 1時間経過後は、電
話機ログの送信を再度試行する必要があります。

•電話機に設定ファイルをダウンロード済みで、コール制御システムで電話へのWebアク
セスが許可されている場合。

Cisco Unified Communications Managerの [カスタマーサポートアップロード URL（Customer
Support Upload URL）]フィールドにサーバアドレスを追加する必要があります。

Expressway経由でMobile andRemoteAccessを使用してデバイスを導入している場合、Expressway
サーバの HTTPサーバ許可リストへの PRTサーバアドレスの追加も必要となります。

カスタマーサポートアップロード URLの設定

サーバでアップロードスクリプトを使用して PRTファイルを受信する必要があります。 PRT
は HTTP POST機構を使用します。その際、アップロードに次のパラメータを含めます（マル
チパートMIME符号化を使用）。

• devicename（例：「SEP001122334455」）

• serialno（例：「FCH12345ABC」）

•ユーザ名（Cisco Unified Communications Managerに設定されているユーザ名、デバイスの
所有者）

• prt_file（例：「probrep-20141021-162840.tar.gz」）

スクリプトのサンプルを次に示します。このスクリプトは参考用としてのみ提供されます。

シスコでは、お客様のサーバにインストールされたアップロードスクリプトのサポートは提供

していません。

<?php

// NOTE: you may need to edit your php.ini file to allow larger
// size file uploads to work.
// Modify the setting for upload_max_filesize
// I used: upload_max_filesize = 20M

// Retrieve the name of the uploaded file
$filename = basename($_FILES['prt_file']['name']);
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// Get rid of quotes around the device name, serial number and username if they exist
$devicename = $_POST['devicename'];
$devicename = trim($devicename, "'\"");

$serialno = $_POST['serialno'];
$serialno = trim($serialno, "'\"");

$username = $_POST['username'];
$username = trim($username, "'\"");

// where to put the file
$fullfilename = "/var/prtuploads/".$filename;

// If the file upload is unsuccessful, return a 500 error and
// inform the user to try again

if(!move_uploaded_file($_FILES['prt_file']['tmp_name'], $fullfilename)) {
header("HTTP/1.0 500 Internal Server Error");
die("Error: You must select a file to upload.");

}

?>

電話機は、HTTP Urlのみをサポートしています。（注）

手順

ステップ 1 PRTアップロードスクリプトを実行できるサーバを設定します。

ステップ 2 上記パラメータを処理できるスクリプトを記述するか、必要に応じて提供されたサンプルスク
リプトを編集します。

ステップ 3 サーバにスクリプトをアップロードします。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerで、個々のデバイス設定ウィンドウ、[共通の電話プロ
ファイル（CommonPhoneProfile）]ウィンドウ、または [エンタープライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configuration）]ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration
Layout）]領域に移動します。

ステップ 5 [カスタマーサポートのアップロード URL（Customer support upload URL）]をオンにし、アッ
プロードサーバ URLを入力します。

例：

http://example.com/prtscript.php

ステップ 6 変更を保存します。
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回線のラベルの設定

電話番号の代わりにテキストラベルを表示するよう電話機をセットアップすることができま

す。このラベルを使用し、回線を名前または機能で特定します。たとえば、ユーザが電話機

の回線を共有している場合、回線を共有するユーザの名前で回線を特定できます。

キー拡張モジュールにラベルを追加すると、最初の 25文字だけが行に表示されます。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話を特定します。

ステップ 3 回線インスタンスを特定し、[回線のテキストラベル（Line Text Label）]フィールドを設定し
ます。

ステップ 4 （任意）回線を共有する別のデバイスにラベルを適用する必要がある場合は、[共有デバイス
設定の更新（Update Shared Device Settings）]チェックボックスをオンにして、[選択対象を反
映（Propagate Selected）]をクリックします。

ステップ 5 保存を選択します。

デュアルバンク情報のセットアップ

デュアルバンク情報をセットアップするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスのデ
フォルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 [非アクティブロード情報（Inactive Load Information）]フィールドで、ロード情報をチェック
します。

ステップ 3 [一括管理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [エクス
ポート（Export）]> [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]と選択し、エクスポートジョ
ブをスケジュールします。

ステップ 4 エクスポートされた tarファイルをダウンロードし、untarします。

ステップ 5 エクスポートされた CSVファイルでファイル形式をチェックし、その CSVファイルに、値が
正しい [非アクティブロード情報（Inactive Load Information）]の列があることを確認します。
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CSVファイルの値は、[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified
Communications Manager Administration）]ウィンドウの [デバイスのデフォルト
（Device Default）]値と一致する必要があります。

（注）

パークモニタリング

パークモニタリングがサポート対象のは、Cisco IP電話でコールをパークする場合のみです。
パークモニタリングによって、パークされたコールのステータスがモニタされます。パーク

中のコールが取得されるか、またはパークされたコールによって破棄されるまで、パークモニ

タリングコールバブルはクリアされません。このパークされたコールは、コールをパークし

た電話機で同じコールバブルを使用して取得できます。

パークモニタリングタイマーのセットアップ

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]には、パー
クモニタリング用として、パークモニタリング復帰タイマー、パークモニタリング定期復帰

タイマー、未取得時のパークモニタリング転送タイマーという3種類のクラスタ全体に対応す
るサービスタイマーパラメータがあります。各サービスパラメータにはデフォルトが含まれ

ており、特別な設定は必要ありません。これらのタイマーパラメータはパークモニタリング

専用です。コールパーク表示タイマーとコールパーク復帰タイマーはパークモニタリングに

は使用できません。これらのパラメータの詳細については、次の表を参照してください。

[CiscoUnifiedCMサービスパラメータ（CiscoUnifiedCommunicationsManager Service Parameters）]
ページでタイマーを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [クラスタ全体のパラメータ（機能：一般）（Clusterwide Parameters (Feature-General)）]ペイン
にある、[パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitoring Reversion Timer）]、[パークモニ
タリング定期復帰タイマー（ParkMonitoring Periodic Reversion Timer）]、[未取得時のパークモ
ニタリング転送タイマー（Park Monitoring Forward No Retrieve Timer）]フィールドを更新しま
す。

電話機の機能および設定

78

電話機の機能および設定

パークモニタリング



表 6 :パークモニタリングのサービスパラメータ

説明フィールド

デフォルト値は 60秒です。このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するように
ユーザに求めるまで、Cisco Unified Communications Managerが待機する秒数を決定します。こ
のタイマーが開始するのは、ユーザが電話機のParkを押したときです。タイマーが時間切れに
なるとアラームが鳴ります。

このサービスパラメータに指定された値は [電話番号の設定（DirectoryNumberConfiguration）]
ウィンドウの [パークモニタリング（Park Monitoring）]セクションで回線ごとに上書きできま
す（このウィンドウを表示するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、
[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します）。
値 0を指定すると、Park Monitoring Periodic Reversion Timerサービスパラメータに指定した定
期復帰期間がただちに使用されます。（次の説明を参照してください）。たとえば、このパラ

メータを 0に設定し、パークモニタリング定期復帰タイマーを 15に設定した場合、パークし
たコールについてユーザにすぐに通知され、その後も未取得時のパークモニタリング転送タイ

マー（下記を参照）が時間切れになるまで 15秒おきに通知されます。

[パークモニタリング
復帰タイマー(Park
Monitoring Reversion
Timer)]

デフォルトは 30秒です。このパラメータは、Cisco Unified CommunicationsManagerが、コール
がパークされていることをユーザに再通知するまでに待機する間隔（秒）を決定します。ユー

ザはこのような通知の際にオフフックにするだけで、パークされたコールに接続できます。

コールがパークされており、未取得時のパークモニタリング転送タイマー（以下の説明を参

照）に指定した時間が経過するまでは、Cisco Unified Communications Managerはパークされて
いるコールについてユーザに通知し続けます。値として 0を指定すると、パークされたコール
に関する定期的な通知は無効になります。

パークモニタリング

定期復帰タイマー

（Park Monitoring
Periodic Reversion
Timer）

デフォルト値は300秒です。このパラメータによって、パークアラート通知が発生する秒数が
決定されます。アラート通知後に、パークされたコールが、パーク元の[電話番号の設定(Directory
NumberConfiguration)]ウィンドウで指定したパークモニタリング転送未取得時の接続先に転送
されます（CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で転送先が指定されていない場合、コー
ルは、パークされたときの回線に返されます）。 [パークモニタリング復帰タイマー（Park
Monitoring Reversion Timer）]のサービスパラメータが時間切れになると、このパラメータが開
始します。 [未取得時のパークモニタリング転送タイマー（Park Monitoring Forward No Retrieve
Timer）]が時間切れになると、コールはパークから削除され、指定された接続先に転送される
か、パークしたユーザの回線に返されます。

未取得時のパークモ

ニタリング転送タイ

マー（ParkMonitoring
Forward No Retrieve
Timer）

電話番号のパークモニタリングパラメータ設定

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウには、3種類のパラメータを設
定できる [パークモニタリング（Park Monitoring）]領域が含まれます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[コール
ルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。

ステップ 2 次の表に示すように、パークモニタリングのフィールドを設定します。

表 7 :パークモニタリングパラメータ

説明フィールド

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの [未取得時
のパークモニタリング転送の接続先（外部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された
接続先にコールが転送されます。 [未取得時のパークモニタリング
転送の接続先（外部）（ParkMonitoringForwardNoRetrieveDestination
External）]フィールドの値が空の場合、パークされた側のコールは
パークしたユーザの回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング転
送非取得時の接続先(外
部)(Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination External)]

パークされている側が内部の場合、パークしたユーザの [未取得時
のパークモニタリング転送の接続先（内部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された
接続先にコールが転送されます。 [未取得時のパークモニタリング
転送の接続先（内部）（ParkMonitoringForwardNoRetrieveDestination
Internal）]が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユー
ザの回線にリダイレクトされます。

[パークモニタリング転
送非取得時の接続先(内
部)(Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination Internal)]

このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するように

ユーザに求めるまで、Cisco Unified Communications Managerが待機
する秒数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電

話機のParkを押したときです。タイマーが時間切れになるとアラー
ムが鳴ります。

デフォルト：60秒

0以外の値を設定すると、その値により、[サービスパラメータ
(Service Parameters)]ウィンドウで設定されたこのパラメータの値が
上書きされます。ただし、ここで値 0を設定すると、[サービスパ
ラメータ(Service Parameters)]ウィンドウの値が使用されます。

[パークモニタリング復
帰タイマー(Park
Monitoring Reversion
Timer)]

ハントリストのパークモニタリングのセットアップ

ハントリストを介してルーティングされたコールがパークされているとき、未取得時のパーク

モニタリング転送タイマーが時間切れになると、ハントパイロットの [未取得時のパークモニ
タリング転送の接続先（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination）]パラメータの値が使
用されます（空白でない場合）。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[コール
ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt
Pilot）]と選択します。

ステップ 2 [未取得時のパークモニタリング転送の接続先（ParkMonitoringForwardNoRetrieveDestination）]
パラメータを設定します。

ハントパイロットの [未取得時のパークモニタリング転送の接続先（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination）]パラメータの値が空白の場合、未取得時のパークモニタリング転送
タイマーが時間切れになると、コールは [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]
ウィンドウで設定された接続先に転送されます。

音声ポートとビデオポートの範囲設定

Quality of Service（QoS）向上のため、音声トラフィックとビデオトラフィックを異なる RTP
ポート範囲に送信することができます。

ポート範囲を制御するには、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]の次のフィールドを使用します。

•オーディオポート（Audio ports）

•開始メディアポート（Start Media Port）（デフォルト：16384）

•終了メディアポート（Stop Media Port）（デフォルト：32766）

•ビデオポート

• [ビデオの開始（Start Video）]（ビデオの開始ポート設定用）

•最小値：2048

•最大値：65535

• [ビデオの停止（Stop Video）]（ビデオの終了ポート設定用）

•最小値：2048

•最大値：65535

ビデオポートのフィールドの設定では、次のルールが適用されます。

[開始ビデオ RTPポート（Start Video RTP Port）]と [終了ビデオ RTPポート（Stop Video RTP
Port）]が設定されると、電話機はビデオトラフィックにビデオポート範囲内のポートを使用
します。音声トラフィックはメディアポートを使用します。
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音声ポートとビデオポートの範囲が重複すると、重複したポートは、音声トラフィックとビデ

オトラフィックの両方を伝送します。ビデオポート範囲が正しく設定されていない場合、電

話機は、設定されている音声ポートを音声トラフィックとビデオトラフィックの両方に使用し

ます。

詳細については、お使いの Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルを参照
してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 音声ポート範囲の [開始メディアポート（StartMedia Port）]および [終了メディアポート（Stop
Media Port）]フィールドを設定します。

ステップ 3 保存を選択します。

ステップ 4 次のウィンドウのいずれかを選択します。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone Configuration）]

ステップ 5 [開始ビデオ RTPポート（Start Video RTP Port）]と [終了ビデオ RTPポート（Stop Video RTP
Port）]を必要なポート範囲に設定します。

ビデオポートのフィールドの設定では、次のルールが適用されます。

• [終了ビデオ RTPポート（Stop Video RTP Port）]フィールドの値は [開始ビデオ RTPポー
ト（Start Video RTP Port）]フィールドの値より大きくする必要があります。

• [開始ビデオ RTPポート（Start Video RTP Port）]フィールドと [終了ビデオ RTPポート
（Stop Video RTP Port）]フィールドの差は 16以上である必要があります。

ステップ 6 保存を選択します。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

Cisco IP Manager Assistantのセットアップ
Cisco IP Manager Assistant（IPMA）は、コールルーティングやその他電話管理機能を提供し、
マネージャおよびアシスタントがより効果的に電話の対応をできるよう支援します。
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Cisco Unified Communications Managerにユーザがアクセスする前に、IPMAサービスが設定さ
れている必要があります。 IPMAの設定については、『Feature Configuration Guide for Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

IPMAには、3種類の主要コンポーネントがあります。

マネージャ（Manager）

マネージャは、コールルーティングサービスによってコールを代行受信させることがで

きます。

アシスタント

アシスタントはマネージャに代わってコールを処理します。

Assistant Console[AssistantConsole]

アシスタントコンソールとは、アシスタントがタスクを実行したり、ほとんどの機能の管

理を実行したりするために使用できるデスクトップアプリケーションです。

プロキシ回線サポートと共有回線サポートの2つのオペレーションモードをサポートしていま
す。どちらのモードも、マネージャ用の回線ごとに複数のコールをサポートしています。IPMA
サービスは、クラスタ内でプロキシ回線サポートと共有回線サポートの両方をサポートしてい

ます。

共有回線モードでは、マネージャとアシスタントが電話番号を共有し、コールは共有回線で対

応されます。共有回線でコールが受信されると、マネージャの電話機およびアシスタントの電

話機の両方が鳴ります。共有回線モードは、デフォルトのアシスタント選択、AssistantWatch、
コールフィルタリング、および DivertAllはサポートされません。

Cisco IPMAを共有回線モードに設定すると、マネージャとアシスタントが電話番号（1701な
ど）を共有できるため、アシスタントは共有する電話番号でマネージャの通話を処理すること

ができます。マネージャが電話番号 1701でコールを受信した場合、マネージャの電話機およ
びアシスタントの電話機の両方が鳴ります。

共用回線モードでは、デフォルトのアシスタント選択、Assistant Watch、コールフィルタリン
グ、および DivertAllを含め、すべての IPMA機能が使用できるわけではありません。アシス
タントは、アシスタントコンソールアプリケーションでこれらの機能を確認したり、アクセ

スしたりできません。アシスタントの電話機には、[全て転送（DivertAll）]機能のソフトキー
がついていません。マネージャの電話機には、[アシスタントモニタ（Assistant Watch）]、
[コール代行受信（Call Intercept）]、または [全て転送（Divert All）]機能のソフトキーがつい
ていません。

ユーザデバイスの共有回線のサポートにアクセスするためには、Cisco Unified Communications
Manager Administrationを使用して、Cisco IP Manager Assistantサービスを設定し、開始する必
要があります。

プロキシ回線モードでは、アシスタントがプロキシ番号を使用してマネージャに代わってコー

ルの対応をします。プロキシ回線モードにより、すべての IPMA機能がサポートされます。

プロキシ回線モードで Cisco IPMAを設定する場合、マネージャとアシスタントは電話番号を
共有しません。アシスタントは、マネージャ宛のコールをプロキシ番号を使用して処理しま

す。プロキシ番号は、マネージャの電話番号ではありません。これは、システムによって選
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択された代替番号であり、アシスタントがマネージャのコールを処理するために使用されま

す。プロキシ回線モードでは、マネージャとアシスタントに IPMAで使用できるすべての機能
へのアクセスが与えられます。これには、デフォルトでのアシスタント選択、AssistantWatch、
コールフィルタリング、および DivertAllが含まれます。

ユーザデバイスのプロキシ回線のサポートにアクセスするためには、Cisco Unified
Communications Manager Administrationを使用して、Cisco IP Manager Assistantサービスを設定
し、開始する必要があります。

IPMAの機能には、ソフトキーを使用し、電話サービスによってアクセスします。ソフトキー
テンプレートは、Cisco Unified Communications Managerで設定されます。 IPMAは次の標準ソ
フトキーテンプレートをサポートします。

Standard Manager

プロキシモードのマネージャをサポートします。

Standard Shared Mode Manager

共有モードのマネージャをサポートします。

Standard Assistant

プロキシまたは共有モードでアシスタントをサポートします。

次の表に、ソフトキーテンプレートで使用できるソフトキーについて説明します。

表 8 : IPMAソフトキー

説明コール状態ソフトキー

事前設定されたターゲットに

選択したコールを転送しま

す。

呼び出し中、接続中、保留中リダイレクト

コールをアシスタントの電話

機からマネージャの電話機に

転送し、自動応答します。

すべての状態代行受信（Intercept）

アシスタントが処理している

コールの状態を確認します。

すべての状態モニタ（Set Watch）

選択されたコールをマネー

ジャのボイスメールにリダイ

レクトします。

呼び出し中、接続中、保留中VM転送（TransVM）

マネージャにルーティングさ

れたすべてのコールを事前設

定されたターゲットに転送し

ます。

すべての状態全て転送（Divert All）
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[代行受信（Intercept）]、[モニタ（Set Watch）]、[全て転送（Divert All）]は、プロキシ回線
モードでマネージャの電話機にのみ設定するようにします。

（注）

次の手順は、必要な手順の概要です。

手順

ステップ 1 電話機とユーザを設定します。

ステップ 2 電話機をユーザに関連付けます。

ステップ 3 [サービスアクティベーション（Service Activation）]ウィンドウで Cisco IP Manager Assistant
サービスを有効にします。

ステップ 4 システム管理パラメータを設定します。

ステップ 5 必要に応じて、IPMAクラスタ全体のサービスパラメータを設定します。

ステップ 6 （任意）ユーザ CAPFプロファイルを設定します。

ステップ 7 （任意）セキュリティの IPMAサービスパラメータを設定します。

ステップ 8 IPMAサービスを停止し、再起動します。

ステップ 9 ソフトキーテンプレートを含む、電話パラメータ、マネージャ、補助設定を設定します。

ステップ 10 Cisco Unified Communications Manager Assistantアプリケーションを設定します。

ステップ 11 ダイヤルルールを設定します。

ステップ 12 アシスタントコントロールアプリケーションをインストールします。

ステップ 13 マネージャアプリケーションとアシスタントコンソールアプリケーションを設定します。

ビジュアルボイスメールのセットアップ

ビジュアルボイスメールは、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]から、すべての Cisco IP電話または個別ユーザまたはユーザグループに設定
されます。

設定情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlで Ciscoビジュアルボイスメールのマニュアルを参照してください。

（注）

ビジュアルボイスメールクライアントは、Cisco IP電話 8800電話機のMIDletとしてはサポー
トされません。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設
定（Device Settings）] > [Phoneサービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（AddNew）]を選択し、ビジュアルボイスメールの新しいサービスを作成します。

ステップ 3 [IP電話サービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウで、各フィールドに次の
情報を入力します。

•サービス名（Service Name）：VisualVoiceMailを入力します。
• ASCIIサービス名（ASCII Service Name）：VisualVoiceMailを入力します。
•サービス URL（Service URL）：Application:Cisco/VisualVoiceMailとして入力
します。

•サービスカテゴリ（Service Category）：プルダウンメニューから [XMLサービス（XML
Service）]を選択します。

•サービスタイプ（Service Type）：プルダウンメニューから [メッセージ（Messages）]を
選択します。

ステップ 4 [有効（Enable）]をチェックし、[保存（Save）]をクリックします。

[エンタープライズ登録（Enterprise Subscription）]はチェックしないでください。（注）

ステップ 5 [サービスパラメータ情報（Service Parameter Information）]ウィンドウで、[新規パラメータ
（New Parameter）]をクリックし、各フィールドに次の情報を入力します。

• [パラメータ名（Parameter Name）]。voicemail_serverを入力します。
• [パラメータ表示名（Parameter Display Name）]。voicemail_serverを入力します。
• [デフォルト値（Default Value）]。プライマリ Unityサーバのホスト名を入力します。
• [パラメータの説明（Parameter Description）]

ステップ 6 [パラメータは必須（Parameter isRequired）]をオンにして、[保存（Save）]をクリックします。

[パラメータはパスワード（コンテンツをマスクする）（Parameter is aPassword (mask
contents)）]はチェックしないでください。

（注）

ステップ 7 ウィンドウを閉じ、[Phoneサービスの設定（PhoneServicesConfiguration）]ウィンドウで [保存
（Save）]をもう一度選択します。

特定ユーザのビジュアルボイスメールのセットアップ

特定のユーザにビジュアルボイスメールを設定する場合は、次の手順を使用します。

設定情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlで Ciscoビジュアルボイスメールのマニュアルを参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）]> [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 目的のユーザに関連付けられているデバイスを選択します。

ステップ 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンで、[サービスの登録/登録解除
（Subscribe/Unsubscribe Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 作成したVisualVoiceMailサービスを選択し、[次へ（Next）] > [登録（Subscribe）]を選択しま
す。

ユーザグループのビジュアルボイスメールのセットアップ

複数の Cisco IP電話を一括で Cisco Unified Communications Managerにビジュアルボイスメー
ルが登録された状態で追加するには、各電話機テンプレートで、電話機タイプに応じた BAT
ツールで電話機テンプレートを作成します。Visual Voicemailサービス、登録、電話を挿入す
るテンプレートを使用します。

すでに Cisco IP電話を登録してある状態から、ビジュアルボイスメールサービスへの登録を
実行する場合は、BATで電話機テンプレートを作成し、テンプレート内でビジュアルボイス
メールサービスに登録し、それから BATツールを使用して電話機を更新します。

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlを参照してください。

Assured Services SIP
Assured Services SIP（AS-SIP）は、Cisco IP電話およびサードパーティ製の電話機に非常に安
全なコールフローを提供する機能とプロトコルの集まりです。次の機能はまとめて AS-SIPと
呼ばれます。

• Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

• DiffServコードポイント（DSCP）

•トランスポート層セキュリティ（TLS）およびSecureReal-TimeTransport Protocol（SRTP）

•インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）

AS-SIPは、緊急時の通話に優先順位を付けるために、マルチレベル優先順位およびプリエン
プション（MLPP）と共に使用されることがよくあります。MLPPを使用すると、レベル 1
（低）からレベル5（高）まで、発信通話に優先レベルを割り当てることができます。ユーザ
がコールを受信すると、電話機の発信者名の横に優先レベルアイコンが表示されます。

AS-SIPの設定を行うには、Cisco Unified CommunicationsManagerで次のタスクを実行します。

•ダイジェストユーザを設定する：SIP要求にダイジェスト認証を使用するようにエンドユー
ザを設定します。

電話機の機能および設定

87

電話機の機能および設定

ユーザグループのビジュアルボイスメールのセットアップ

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/model.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/model.html


• SIP電話のセキュアポートの設定—Cisco Unified Communications Managerは、SIP電話か
らの SIP回線登録をリッスンするためにこの TLSポートを使用します。

•サービスの再起動：セキュアポートを設定した後、Cisco Unified Communications Manager
およびCisco CTL Providerサービスを再起動します。この手順で、AS-SIPエンドポイント
および SIPトランクの SIP設定を使用して SIPプロファイルを設定します。電話機固有の
パラメータはサードパーティ製AS-SIP電話機にダウンロードされません。これらはCisco
Unified Managerによってのみ使用されます。サードパーティ製電話機では同じ設定値を
ローカルに設定する必要があります。

• AS-SIP用の電話セキュリティプロファイルの設定：電話セキュリティプロファイルを使
用して、TLS、SRTP、ダイジェスト認証などのセキュリティ設定を割り当てることができ
ます。

• AS-SIPエンドポイントの設定：AS-SIPサポートを使用して、Cisco IP電話またはサード
パーティのエンドポイントを設定します。

•デバイスを最終用途に関連付ける -エンドポイントをユーザに関連付けます。

• AS-SIPの SIPトランクセキュリティプロファイルの設定：SIPトランクセキュリティプロ
ファイルを使用して、TLSやダイジェスト認証などのセキュリティ機能を SIPトランクに
割り当てることができます。

• AS-SIP用の SIPトランクの設定 - AS-SIPサポートを使用して SIPトランクを設定します。

• AS-SIP機能の設定：MLPP、TLS、V.150、IPv6などの追加の AS-SIP機能を設定します。

AS-SIPの設定の詳細については、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の「Configure AS-SIP Endpoints」の章を参照してください。

マルチプラットフォームフォンへの電話機の直接移行

移行ファームウェアロードを使用せずに、1つの手順で企業の電話機をマルチプラットフォー
ムフォンに簡単に移行することができます。必要なのは、サーバーから移行ライセンスを取得

して承認することだけです。

詳細については、「https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cuipph/MPP/MPP-conversion/
enterprise-to-mpp/cuip_b_conversion-guide-ipphone.html」を参照してください。

Multilevel Precedence and Preemption
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）を使用すると、緊急事態やその他の危機的状況で
の通話に優先順位を付けることができます。発信通話には 1から 5の優先順位を指定します。
着信通話には通話の優先順位を示すアイコンが表示されます。認証されたユーザは、対象のス

テーション向けに、または完全にサブクライブされた TDMトランクを介してコールをプリエ
ンプション処理できます。

この機能によって、階級の高い人物が重要な組織および担当者に確実に連絡を取ることができ

るようになります。
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MLPPは多くの場合、Assured Services SIP（AS-SIP）で使用されます。MLPPの設定の詳細に
ついては、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「Configure
Multilevel Precedence and Preemption」の章を参照してください。

ソフトキーテンプレートの設定
CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページを使用して、最大 18のソフトキーを電話機
でサポートされているアプリケーションに関連付けることができます。 Cisco Unified
Communications Managerでは、Standard Userおよび Standard Featureというソフトキーテンプ
レートがサポートされています。

ソフトキーをサポートするアプリケーションには、関連付けられた標準ソフトキーテンプレー

トが 1つ以上あります。標準ソフトキーテンプレートを変更するには、コピーしてリネーム
してから、新しいテンプレートを更新します。非標準のソフトキーテンプレートも修正でき

ます。

[ソフトキーの制御（Softkey Control）]パラメータは、電話機のソフトキーがソフトキーテン
プレート機能によって制御されるかどうかを示します。 [ソフトキーの制御（SoftkeyControl）]
パラメータは必須入力フィールドです。

この機能の設定の詳細については、該当する Cisco Unified Communications Managerリリースの
マニュアルを参照してください。

Cisco IP電話は、Cisco Unified Communications Managerの管理の [ソフトキーテンプレートの設
定（Softkey Template Configuration）]で設定可能なすべてのソフトキーをサポートしているわ
けではありません。 Cisco Unified Communications Managerでは、管理ポリシー設定によって一
部のソフトキーを有効/無効にできます。次の表に、機能およびソフトキーテンプレートで設
定可能なソフトキー、および Cisco IP電話でのサポートの有無を示します。

Cisco Unified Communications Managerでは、ソフトキーテンプレートに任意のソフトキーを設
定できますが、サポートされていないソフトキーは、電話機に表示されません。

（注）

表 9 :設定可能なソフトキー

注記ソフトキーとしてサポートソフトキーテンプレートの設定で設定可能

なソフトキー

機能

—サポートされる応答（Answer）応答

—サポートされる折り返し（CallBack）コールバック

電話機は [不在転送（Forward all）]または [不在オフ（Forward
off）]を表示。

サポートされる不在転送（cfwdAll）すべてのコールの転送

—サポートされるパーク（Park）コールパーク
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注記ソフトキーとしてサポートソフトキーテンプレートの設定で設定可能

なソフトキー

機能

—サポートされるピック（Pickup）コールピックアップ

割り込みは、組み込みの会議ブリッジを使用します。サポートされる割込み割込み

C割り込みは、Cisco Unified Communications Managerの会議ブ
リッジを使用します。ソフトキーラベルは割り込みです。

サポートされる会議への割り込み（Conference Barge）C割り込み

会議は専用ボタンです。サポートされる会議（Confrn）会議

電話機は [詳細の表示（Show detail）]と表示。サポートされる参加者（ConfList）会議リスト

電話機は [拒否（Decline）]と表示。サポートされる即転送（iDivert）即転送

サイレントをプログラム可能な回線ボタンまたはソフトキーとし

て設定します。

サポートされるサイレント（DND）取り込み中

—サポートされる終了（EndCall）終了

—サポートされるグループピック（GPickUp）グループピックアップ

保留は専用ボタンです。サポートされる保留（Hold）保留 (Hold)

ハントグループは、プログラム可能な回線ボタンとして設定し

ます。

サポートされるハント（HLog）ハントグループ

—サポート対象外参加（Join）参加（Join）

迷惑呼 IDをプログラム可能な機能ボタンまたはソフトキーとし
て設定します。

サポートされる迷惑呼 ID（MCID）迷惑呼 ID

—サポートされるミートミー（MeetMe）ミートミー

モバイルコネクトをソフトキーとして設定します。サポートされるモビリティ（Mobility）モバイルコネクト

—サポートされる発信（NewCall）発信

—サポートされるその他のピックアップ（oPickup）その他のピックアップ

—サポート対象外Queue Statusキュー統計情報の PLKサポー
ト

品質レポートツールをプログラム可能な機能ボタンまたはソフ

トキーとして設定します。

サポートされるQuality Reporting Tool（QRT;品質レポート
ツール）

品質レポートツール

—サポートされるリダイヤル（Redial）Redial

—サポート対象外会議の最後の参加者の削除（Remove）会議の最後の参加者の削除
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注記ソフトキーとしてサポートソフトキーテンプレートの設定で設定可能

なソフトキー

機能

—サポートされる復帰（Resume）復帰

—サポート対象外選択（Select）選択

電話機には、[スピードダイヤル（SpeedDial）]と表示されます。サポートされる短縮（AbbrDial）スピードダイヤル

転送は専用ボタンです。サポートされる転送（Trfr）転送

—サポート対象外ビデオ（VidMode）ビデオモードコマンド

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してくださ
い。

•ソフトキーテンプレートを設定するには、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device
Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。

•ソフトキーテンプレートを電話機に割り当てるには、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択し、[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]フィールドを設定
します。

ステップ 2 変更を保存します。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

電話ボタンテンプレート
電話ボタンテンプレートを使用すると、スピードダイヤルやコール処理機能をプログラム可

能なボタンに割り当てることができます。ボタンに割り当てられるコール処理機能には、応答

（Answer）、モビリティ（Mobility）、すべてのコール（All Calls）が含まれます。

テンプレートの変更は、可能な限り電話機をネットワークに登録する前に行ってください。こ

の順序に従うと、登録の実行中、カスタマイズした電話ボタンテンプレートオプションに

Cisco Unified Communications Managerからアクセスできます。

電話ボタンテンプレートの変更

IP電話サービスおよび回線ボタンの設定の詳細については、該当する Cisco Unified
Communications Managerリリースのマニュアルを参照してください。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device
Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 電話機のモデルを示します。

ステップ 4 [コピー（Copy）]を選択し、新しいテンプレートの名前を入力して、[保存（Save）]を選択し
ます。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストから、その回線に関連
付ける [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択して、サービス URLを使用して新しい電話ボタンテンプレートを作成
します。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話
ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択して変更内容を保存してから、[設定の適用（Apply Config）]を選択して
変更を実装します。

これで電話機のユーザが、セルフケアポータルにアクセスして、電話機のボタンにサービスを

関連付けることができます。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

すべてのコールの電話ボタンテンプレートの割り当て

複数のシェアドラインを持つユーザに、電話テンプレートの [すべてのコール（All Calls）]ボ
タンを割り当てます。

電話機に [すべてのコール（All Calls）]ボタンを設定すると、ユーザはそのボタンを使用して
次の操作を実行できます。

•電話機の全回線から、現在のコールの全リストを表示します。

•（[通話履歴（Call History）]の下に）電話機の全回線から、すべての不在着信の一覧を表
示します。

•ユーザがオフフックにすると、ユーザのプライマリ回線でコールを発信できます。すべて
のコール（All Calls）のデフォルトは、すべての発信コールに関してユーザのプライマリ
回線になります。
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手順

ステップ 1 [すべてのコール（All Calls）]ボタンを含むように電話ボタンテンプレートを変更します。

ステップ 2 電話機にテンプレートを割り当てます。

IP電話サービスとしての PABまたはスピードダイヤルのセットアッ
プ

電話ボタンテンプレートを変更して、サービス URLをプログラム可能なボタンに関連付ける
ことができます。これを行うと、ユーザは、1つのボタンで、PABとスピードダイヤルにア
クセスできます。電話ボタンテンプレートを変更する前に、PABやスピードダイヤルを IP
電話サービスとして設定する必要があります。詳細については、お使いの Cisco Unified
Communications Managerリリースのマニュアルを参照してください。

（まだサービスでない）PABやスピードダイヤルを IP電話サービスとして設定するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設
定（Device Settings）] > [ Phoneサービス（Phone Services）]を選択します。

[IP電話サービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

[IP電話サービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次の設定値を入力します。

• [サービス名（ServiceName）]：[個人アドレス帳（PersonalAddressBook）]を入力します。

• [サービスの説明（Service Description）]：（オプション）サービスの説明を入力します。

•サービス URL（Service URL）

PABの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified-CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

• [セキュアサービス URL（Secure Service URL）]

PABの場合は、次の URLを入力します。
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https://<UnifiedCM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

https://<Unified-CM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

• [サービスカテゴリ（ServiceCategory）]：[XMLサービス（XMLService）]を選択します。

• [サービスタイプ（Service Type）]：[ディレクトリ（Directories）]を選択します。

• [有効（Enable）]：チェックボックスを選択します。

http://<IP_address> or https://<IP_address>（Cisco IP電話がサポートするプロトコルによっ
て異なります）

ステップ 4 保存を選択します。

サービス URLを変更した場合、IP電話サービスパラメータを削除した場合、また
はユーザの登録先の IP Phoneサービス名を変更した場合は、[登録の更新（Update
Subscriptions）]をクリックして、現在のすべての登録ユーザを更新し、変更を適用
する必要があります。このボタンをクリックしなかった場合は、ユーザがそのサー

ビスに登録して、正しい URLを再作成する必要があります。

（注）

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

PABまたはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートの変更
電話ボタンテンプレートを変更して、サービス URLをプログラム可能なボタンに関連付ける
ことができます。これを行うと、ユーザは、1つのボタンで、PABとスピードダイヤルにア
クセスできます。電話ボタンテンプレートを変更する前に、PABやスピードダイヤルを IP
電話サービスとして設定する必要があります。

IP電話サービスおよび回線ボタンの設定の詳細については、該当する Cisco Unified
Communications Managerリリースのマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device
Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [検索(Find)]をクリックします。

ステップ 3 電話機のモデルを示します。

ステップ 4 [コピー（Copy）]を選択し、新しいテンプレートの名前を入力して、[保存（Save）]を選択し
ます。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。
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ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストから、その回線に関連
付ける [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択して、サービス URLを使用して新しい電話ボタンテンプレートを作成
します。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話
ボタンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択して変更内容を保存してから、[設定の適用（Apply Config）]を選択して
変更を実装します。

これで電話機のユーザが、セルフケアポータルにアクセスして、電話機のボタンにサービスを

関連付けることができます。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

VPNの設定
Cisco VPN機能は、ユーザが企業ネットワークに安全かつ信頼性の高い方法で接続できるよう
にしながら、ネットワークセキュリティを維持できます。この機能は、次のような場合に使用

します。

•電話機が信頼ネットワークの外側にある

•電話機とCiscoUnified CommunicationsManager間のネットワークトラフィックが信頼でき
ないネットワークと交差する

VPNを使用する場合、一般的なクライアント認証の方法には、次の 3つがあります。

•デジタル証明書

•パスワード

•ユーザ名とパスワード

各方法にはそれぞれの利点があります。しかし、企業のセキュリティポリシーで許可されてい

るのであれば、証明書ベースの方法をお勧めします。証明書を使用すれば、ユーザの介入なし

のシームレスなサインインが可能になります。LSC証明書とMIC証明書の両方がサポートさ
れます。

VPN機能を設定するには、まずオンプレミスのプロビジョニングを行い、その後、オフプレミ
スにデバイスを導入できます。

証明書認証および VPNネットワークでの作業の詳細については、Technical Note『AnyConnect
VPN Phone with Certificate Authentication on an ASA Configuration Example』を参照してください。
このマニュアルの URLは
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/115785-anyconnect-vpn-00.html
です。

パスワード、またはユーザ名とパスワードによる方法では、サインイン資格情報の入力がユー

ザに求められます。会社のセキュリティポリシーに従ってユーザのサインインクレデンシャ

ルを設定します。ユーザパスワードが電話機で保存されるよう [永続的パスワードを有効化
（Enable PasswordPersistence）]を設定することもできます。ログイン試行に失敗するか、ユー
ザが手動でパスワードをクリアするか、電話がリセットされるか、または電源が切れるまで、

ユーザのパスワードは保存されます。

[自動ネットワーク検出を有効化（Enable Auto Network Detection）]設定も便利なツールです。
このチェックボックスが有効になっていると、VPNクライアントは、企業ネットワークの外に
いることを検出した場合に限り動作します。デフォルトでは、この機能はディセーブルになっ

ています。

ご使用の Cisco電話機は、クライアントタイプとして Cisco SVC IPPhoneクライアント v1.0を
サポートしています。

VPNを使用した仮想プライベートネットワークの維持、設定、および操作の詳細については、
『Security Guide for Cisco Unified Communications Manager』の『Virtual Private Network Setup』
の章を参照してください。このマニュアルの URLは、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
です。

Cisco VPN機能はセキュアソケットレイヤ (SSL)を使用してネットワークセキュリティを保
持します。

組み込みクライアントを使用して SSL VPNからASAへのオフプレミスの電話機を設定すると
きは、代替の TFTPサーバ設定を入力します。

（注）

追加回線キーのセットアップ
拡張回線モードを有効にすると、電話画面の両側にあるボタンを回線キーとして使用できるよ

うになります。デフォルトで、プレディクティブダイヤリングおよび適用可能な着信コール

は、拡張回線モードで有効になります。

始める前に

カスタマイズした電話ボタンテンプレートを新たに作成する必要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。
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ステップ 2 設定する電話機を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]領域に移動して、[回線モード（Line
Mode）]フィールドを [拡張回線モード（Enhanced Line Mode）]に設定します。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]領域に移動し、[電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]フィールドをカスタマイズしたテンプレートに設定します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 6 保存を選択します。

ステップ 7 電話機を再起動します。

関連トピック

セッション回線モードの環境（53ページ）

拡張回線モードで使用可能な機能

Enhanced Line Mode（ELM）Expressway経由でのモバイルおよび Remote Accessと併用できま
す。

ELMは、ロールオーバー回線、つまり最初の共有回線が使用中の場合にコールが別の共有回
線に転送されるコールルーティング設定でも使用できます。 ELMがロールオーバー回線で使
用されている場合、最近の共有回線へのコールは単一の電話番号にまとめられます。ロール

オーバー回線の詳細については、Cisco Unified Communications Manager release 12.0(1)以降の
『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「Custom Phone Rings
and Backgrounds」の章を参照してください。

ELMはほとんどの機能をサポートしますが、すべての機能をサポートするわけではありませ
ん。機能を有効にできたとしても、サポート対象とは限りません。機能がサポートされてい

ることを確認するには、次の表を参照してください。

表 10 :機能のサポートと拡張回線モード

ファームウェアリリースサポートされる機能

11.5(1)以降可応答

11.5(1)以降可コールへの自動応答

11.5(1)以降可割り込み/C割り込み

12.0(1)以降可BLFでのダイレクトコール
パーク

-不可Bluetoothスマートフォン統合

11.5(1)以降可Bluetooth USBヘッドセット

11.5(1)以降可コールバック
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ファームウェアリリースサポートされる機能

-不可コール監視人

11.5(1)以降可すべてのコールの転送

12.0(1)以降可コールパーク

12.0(1)以降可コールパーク回線ステータス

11.5(1)以降可コールピックアップ

11.5(1)以降可コールピックアップ回線ス

テータス

11.5(1)以降可複数回線でのすべてのコール

の転送

この機能は、12.0(1)以降でサ
ポートされています。

可クラスタ間のCiscoエクステン
ションモビリティ

-不可Cisco IP Manager Assistant
（IPMA）

-不可Cisco Unified Communications
Manager Express

11.5(1)以降可会議

11.5(1)以降可コンピュータテレフォニーイ

ンテグレーション（CTI）アプ
リケーション

11.5(1)以降可却下

11.5(1)SR1以降可デバイスから呼び出された録

音

11.5(1)以降可取り込み中

-不可拡張 SRST

11.5(1)以降可エクステンションモビリティ

この機能は、12.0(1)以降でサ
ポートされています。

可グループピックアップ

11.5(1)以降可保留 (Hold)

12.0(1)以降はい。ハントグループ
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ファームウェアリリースサポートされる機能

-不可設定可能なタイマーを使用し

た着信コールアラート

11.5(1)以降可インターコム

12.0(1)以降Cisco IP電話 8851/8861キー拡
張モジュールおよび Cisco IP
電話8865キー拡張モジュール
は、拡張回線モードをサポー

トします

キー拡張モジュール

11.5(1)以降可Malicious Call Identification
（MCID;迷惑呼 ID）

11.5(1)以降可ミートミー

11.5(1)以降可モバイルコネクト

-不可Multilevel Precedence and
Preemption

11.5(1)以降可ミュート

12.0(1)以降可その他のグループピックアッ

プ

11.5(1)以降可キューステータスのプログラ

ム可能な改選期（PLK）サポー
ト

11.5(1)以降可[プライバシー（Privacy）]

11.5(1)以降可Queue Status

11.5(1)以降可Quality Reporting Tool（QRT;
品質レポートツール）

-不可右から左へのロケールサポー

ト

11.5(1)以降可Redial

11.5(1)SR1以降可サイレントモニタリングと録

音

11.5(1)以降可スピードダイヤル

11.5(1)以降可Survivable Remote Site
Telephony（SRST）
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ファームウェアリリースサポートされる機能

11.5(1)以降可転送

11.5(1)以降可Uniform Resource Identifier
（URI）ダイヤリング

11.5(1)以降可ビデオ通話

11.5(1)以降可ビジュアルボイスメール

11.5(1)以降可ボイスメール

関連トピック

セッション回線モードの環境（53ページ）

TLS再開タイマーのセットアップ
TLSセッション再開は、認証プロセス全体を繰り返さずに TLSセッションを再開できるよう
にします。 TLS接続のデータ交換にかかる時間を大幅に短縮できます。

電話機は TLSセッションをサポートしていますが、すべての TLSセッションが TLS再開をサ
ポートするとは限りません。次に、さまざまなセッションと TLS再開のサポートについて説
明します。

• SIPシグナリングの TLSセッション：再開をサポートします

• HTTPSクライアント：再開をサポートします

• CAPF：再開をサポートします

• TVS：再開をサポートします

• EAP-TLS：再開をサポートしません

• EAP-FAST：再開をサポートしません

• VPNクライアント：再開をサポートしません

詳細については、お使いの Cisco Unified Communications Managerリリースのマニュアルを参照
してください。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManagerAdministrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 [TLS再開タイマー（TLS Resumption Timer）]パラメータを設定します。
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タイマーの範囲は 0から 3600秒です。デフォルト値は 3600です。このフィールドに 0を指定
すると、TLSセッションの再開が無効になります。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerのマニュアル

インテリジェントプロキシミティの有効化

この手順は、Bluetooth対応の電話機のみに適用されます。Cisco IP電話8811、8841、8851NR、
および 8865NRは Bluetoothをサポートしていません。

（注）

インテリジェントプロキシミティを使用することで、ユーザのモバイルデバイスやタブレッ

トで電話機の音響特性を利用できるようになります。ユーザは Bluetoothを使用してモバイル
デバイスやタブレットを電話機にペアリングします。

モバイルデバイスがペアリングされると、ユーザは電話機でモバイルコールの発信および受

信ができるようになります。タブレットを使用する場合、タブレットから電話機に音声をルー

ティングできます。

複数のモバイルデバイス、タブレット、Bluetoothヘッドセットを電話機にペアリングできま
す。ただし、同時に接続できるのは 1つのデバイスと 1つのヘッドセットのみです。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[電話（Phone）] > [デバイス（Device）] を選
択します。

ステップ 2 変更する電話機を特定します。

ステップ 3 [Bluetooth]フィールドを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 4 [Bluetoothによるモバイルハンズフリーモードを許可（AllowBluetoothMobileHandsfreeMode）]
フィールドを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 5 変更を保存し、電話機に適用します。

ビデオ送信解像度のセットアップ
Cisco IP電話 8845、8865、および 8865NRは、次のビデオ形式をサポートしています。

• 720p（1280 X 720）

• WVGA（800 X 480）
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• 360p（640 X 360）

• 240p（432x240）

• VGA（640 x 480）

• CIF（352 X 288）

• SIF（352 X 240）

• QCIF（176x144）

ビデオ機能付きCisco IP電話は、電話機の設定や解像度の制限に基づいて帯域幅での最適な解
像度をネゴシエートします。例：88x5から 88x5への直接コールでは、電話機は正確に 720p
は送らず、800x480を送ります。この制限は単に、88x5の 5インチWVGA画面解像度が 800
X 480であることに起因します。

ビデオビットレート

範囲

フレーム/秒（fps）ビデオ解像度ビデオの種類

1360～ 2500 kbps301,280 X 720720p

790～ 1359 kbps151,280 X 720720p

660～ 789 kbps30800 x 480WVGA

350～ 399 kbps15800 x 480WVGA

400～ 659 kbps30640 x 360360p

210–349kbps15640 x 360360p

180–209kbps30432 x 240240P

64–179kbps15432 x 240240P

520～ 1500 kbps30640 X 480VGA

280～ 519 kbps15640 X 480VGA

200～ 279 kbps30352 X 288CIF

120～ 199 kbps15352 X 288CIF

200～ 279 kbps30352 X 240SIF

120～ 199 kbps15352 X 240SIF

94～ 119 kbps30176 x 144QCIF

64～ 93 kbps15176 x 144QCIF
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Cisco Unified Communications Managerの旧バージョンでの
ヘッドセット管理

12.5(1)SU1以前のバージョンの Cisco Unified Communications Managerを使用する場合、オンプ
レミスの電話機を使用して Ciscoヘッドセット設定をリモートで構成できます。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 10.5 (2)、11.0 (1)、11.5 (1)、12.0 (1)、および
12.5 (1)でリモートヘッドセット構成を行うには、Ciscoソフトウェアダウンロードwebサイト
からファイルをダウンロードし、ファイルを編集し、Cisco Unified Communications Manager
TFTPサーバにファイルをアップロードする必要があります。ファイルは JavaScriptオブジェ
クト通知 (JSON)ファイルです。更新されたヘッドセット構成は10 ~ 30分の時間枠でエンター
プライズヘッドセットに適用され、TFTPサーバのトラフィックバックログを回避することが
できます。

Cisco Unified CommunicationsManager管理バージョン 11.5 (1) SU7を使用して、ヘッドセットを
管理し構成することができます。

（注）

JSONファイルを扱う際には、次の点に注意してください。

•コードに括弧が抜けている場合、設定は適用されません。 JSONFormatterなどのオンライ
ンツールを使用して、フォーマットを確認してください。

• updatedTime設定を現在のエポック時間に設定しない場合は、設定が適用されません。も
しくは、updatedTime値を 1増やし、旧バージョンよりも大きくすることもできます。

•パラメータ名を変更しないでください。設定が適用されません。

TFTPサービスの詳細については、Cisco Unified Communications Managerおよび IMおよびプレ

ゼンスサービスのアドミニストレーションガイドの「デバイスファームウェア管理」の章を参

照してください。

defaultheadsetconfig.jsonファイルを適用する前に、電話機を最新のファームウェアリ
リースにアップグレードしてください。次の表では、JSONファイルを使用して調整できるデ
フォルト設定を説明します。

デフォルトのヘッドセット構成ファイルのダウンロード

ヘッドセットパラメータをリモートで構成する前に、最新の JavaScriptオブジェクト表記 (JSON)
サンプルファイルをダウンロードする必要があります。

手順

ステップ 1 次の URLにアクセスしてください：https://software.cisco.com/download/home/286320550
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ステップ 2 Headsets 500シリーズを選択します。

ステップ 3 ヘッドセットシリーズを選択してください。

ステップ 4 リリースフォルダを選択して、zipファイルを選択します。

ステップ 5 [ダウンロード (Download)]または [カートに追加 (Add to cart)]ボタンをクリックして、プロン
プトの指示に従います。

ステップ 6 PCのディレクトリにファイルを解凍します。

次のタスク

デフォルトのヘッドセット構成ファイルの変更（104ページ）

デフォルトのヘッドセット構成ファイルの変更

JavaScript Object Notation（JSON）ファイルを扱う際は、次の点に注意してください。

•コードに括弧が抜けている場合、設定は適用されません。 JSONFormatterなどのオンライ
ンツールを使用して、フォーマットを確認してください。

• UpdatedTimeの設定を現在のエポック時間に設定するか、または設定が適用されません。

• firmwareNameが最新バージョンであるかを確認してください。最新でない場合は構成が
適用されません。

•パラメータ名を変更しないでください。設定が適用されません。

手順

ステップ 1 defaultheadsetconfig.jsonファイルをテキストエディタで開きます。

ステップ 2 変更する updatedTimeとヘッドセットパラメータ値を編集します。

スクリプトのサンプルを次に示します。このスクリプトは参考用としてのみ提供されます。

ヘッドセットパラメータを構成する際のガイドとして使用してください。ファームウェアロー

ドに含まれている JSONファイルを使用します。
{
"headsetConfig": {
"templateConfiguration": {
"configTemplateVersion": "1",
"updatedTime": 1537299896,
"reportId": 3,
"modelSpecificSettings": [
{
"modelSeries": "530",
"models": [
"520",
"521",
"522",
"530",
"531",
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"532"
],
"modelFirmware": [
{
"firmwareName": "LATEST",
"latest": true,
"firmwareParams": [
{
"name": "Speaker Volume",
"access": "Both",
"usageId": 32,
"value": 7

},
{
"name": "Microphone Gain",
"access": "Both",
"usageId": 33,
"value": 2

},
{
"name": "Sidetone",
"access": "Both",
"usageId": 34,
"value": 1

},
{
"name": "Equalizer",
"access": "Both",
"usageId": 35,
"value": 3

}
]

}
]

},
{
"modelSeries": "560",
"models": [
"560",
"561",
"562"

],
"modelFirmware": [
{
"firmwareName": "LATEST",
"latest": true,
"firmwareParams": [
{
"name": "Speaker Volume",
"access": "Both",
"usageId": 32,
"value": 7

},
{
"name": "Microphone Gain",
"access": "Both",
"usageId": 33,
"value": 2

},
{
"name": "Sidetone",
"access": "Both",
"usageId": 34,
"value": 1
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},
{
"name": "Equalizer",
"access": "Both",
"usageId": 35,
"value": 3

},
{
"name": "Audio Bandwidth",
"access": "Admin",
"usageId": 36,
"value": 0

},
{
"name": "Bluetooth",
"access": "Admin",
"usageId": 39,
"value": 0

},
{
"name": "DECT Radio Range",
"access": "Admin",
"usageId": 37,
"value": 0

}
{

"name": "Conference",
"access": "Admin",
"usageId": 41,
"value": 0

]
}

]
}

]
}

}
}

ステップ 3 Defaultheadsetconfig. jsonを保存します。

次のタスク

デフォルトの構成ファイルをインストールします。

Cisco Unified Communications Managerにデフォルト構成ファイルをイ
ンストールする

Defaultheadsetconfig. jsonファイルを編集した後、TFTPファイル管理ツールを使用し
て Cisco Unified Communications Managerにインストールします。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified OS管理で[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファイル
管理（TFTP File Management）]を選択します。

ステップ 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 3 [ファイルを選択 (Choose File)] を選択して、defaultheadsetconfig. jsonファイルに移
動します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックします。

Cisco TFTPサーバの再起動
Defaultheadsetconfig. jsonファイルをTFTPディレクトリにアップロードした後、Cisco
TFTPサーバを再起動し、電話機をリセットします。約 10 ~ 15分後に、ダウンロードプロセ
スが開始され、新しい構成がヘッドセットに適用されます。設定が適用されるまでに、さらに

10〜30分かかります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityにログインして、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ -機能
サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 サーバ（Server）ドロップダウンリストボックスから、Cisco TFTPサービスが実行されている
サーバを選択します。

ステップ 3 Cisco TFTPサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 再起動（Restart）をクリックします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


